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序

茨城県は,21世紀の到来を見越して,長期的な展望のもとに県土の

基盤整備を行っております。県南地域におきましては,筑波研究学園

都市を中心に地域の新たな展開と国際性豊かな自立都市圏の形成を目

指し,広域的な連携を深める交通体系の整備に努めております。

一般県道長高野筑波線道路改良工事は,この整備事業にともない計

画されたもので,その予定地内には,埋蔵文化財の包蔵地である小泉

館跡遺跡が確認されております。

このたび,財団法人茨城県教育財団は,茨城県から埋蔵文化財発掘

調査事業についての委託を受け,平成 5年 4月 から6月 にかけて一般

県道長高野筑波線道路改良工事地内に所在する遺跡の埋蔵文化財発掘

調査を実施してまいりました。

本書は,小泉館跡の調査成果を収録したものであります。本書が学

術的な研究資料としてはもとより,教育・文化向上の一助として活用

されますことを希望いたします。

なお,発掘調査および整理にあたり,委託者である茨城県はもとよ

り茨城県教育委員会,つ くば市教育委員会をはじめ,関係各機関及び

関係各位から,ご指導 。ご協力を賜わりましたことに対し,衷心より

感謝の意を表します。

平成 7年 3月

財団法人 茨城県教育財団

理事長 磯 田   勇



口例

1 本書は,夫城県の委託により,財団法人茨城県教育財団が,平成 5年 4月 から同年 6月 まで実施した,茨

城県つくば市に所在する小泉館跡の発掘調査報告書である。

なお,遺跡の所在地は次の通りである。

茨城県つくば市大字小泉字館ノ内45番地ほか

2 小泉館跡遺跡の調査及び整理に関する教育財団の組織は,次の通りである。

3 本書に使用した記号等については,第 3章第 1節 3「遺構・遺物の記載方法」の項を参照されたい。
4 本書の作成にあたり,陶磁器については出光美術館学芸員の荒チ|1正明氏にご指導を頂いた。
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作業風景

つくば市教育委員会による発掘地域と茨城県教育財団による発掘区域



第 1章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至る経緯

21世紀に向け県土の基盤整備を推進する茨城県の方針のもと,筑波研究学園都市を中心に総合的な開発が進

められているつくば市でも,広域的な連携を図るための交通網の整備が進められている。一般県道長高野筑波

線道路改良工事も,こ ういった趣旨に沿って計画されたものである。

平成 4年 6月 10日 ,茨城県 (土浦土木事務所)は ,茨城県教育委員会に対し,道路建設用地内における埋蔵

文化財の有無について照会した。これに対し,茨城県教育委員会は,現地踏査を実施し,工事予定地内に小泉

館跡の存在を確認した。これに基づき,茨城県教育委員会は,平成 5年 1月 17日 ,文化財保護の立場から茨城

県と遺跡の取 り扱いについて協議をし,現状保存が困難であることから,発掘調査による記録保存の措置を講

じることにし,平成 5年 2月 2日 ,茨城県に調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。当教育財団

は,茨城県と詳細な調整を重ね,埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結び,平成 5年 4月 1日 から

同年 6月 30日 にかけて,小泉館跡遺跡の発掘調査を実施することになった。

第 2節 調査経過

茨城県教育財回は,小泉館跡遺跡の発掘調査を,平成 5年 4月 1日 から平成 5年 6月 30日 までの 3か月にわ

たって実施した。

以下,調査経過の概要について記述する。

4月 前半 発掘調査のための事務所や現場倉庫を建設し調査器材を搬入した。14日 から室内作業員を,15日 か

らは現場作業員を雇用した。

4月 後半 16日 午前,発掘調査の円滑な進行と作業の安全を願って,鍬入れ式を行った。午後から道路建設の

ためのセンター杭に沿って, 2× 4mの トレンチを設定し,北から試掘を開始した。試掘の結果,28

日までに,堀 ,溝,土坑と思われる遺構を確認し,土師質土器片を多数採集した。27日 からは,重機

による表土除去を開始し,あわせて遺構確認作業を進めた。

5月 前半 11日 に重機による表土除去を終了した。遺構確認作業の結果,堀 3条 ,溝 3条 ,土坑多数を確認し

た。遺構確認状況の写真を撮影し,遺構確認状況図を作成した。13日 からは,北端の第 1号堀の調査

に入り,多数の上師質土器,石臼片や木製下駄・木製椀などが出土した。土坑の調査も同時に開始し

た。第 1号堀より木橋に用いたと思われる木杭が列をなして出土した。また,青磁片,白磁片なども

同じ堀から出土した。調査の進行につれ,遺跡が低地にあるため水が湧くようになり,作業開始前に

は揚水ポンプで遺構にたまった水を汲み上げるのが,作業開始前の日課となった。写真撮影や実測作

業も水を汲みながらの作業となった。

5月 後半 遺構調査を継続し,多数の土師質土器が出土した。24日 から基準点の測量杭打ちを業者委託 (茨城

県建設技術公社)に より実施した。 5月 末までに調査区の 3分の 2ほ ど調査が終了した。

6月 上旬 土坑調査を継続した。上師質の皿が多数出土したほか,木製の板材,曲げ物の底部,下駄など出土

した。遺構完掘状況などの実測作業も順調に進んだと
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A

6月 下旬 24日 に航空写真撮影を行った。26日 に現地説明会を開催し,一般参加者167名 を集めた。28日 から

補足調査を行い,30日 までに撤収を完了した。

B

C

D

／
色

D

第 1図 小泉館追跡調査区図
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第 2章 位置と環境

第 1節 地理的環境

小泉館跡は,つ くば市大字小泉字館ノ内45ほ かに存在する。

当遺跡が所在するつくば市は,茨城県南西部に位置し,旧筑波郡大穂町・同豊里町 。同谷田部町 。同筑波町 。

旧新治郡桜村の 5町村が合併 して,昭和63年 (1988)に 誕生 した市である。土浦市や牛久市をはじめ13市町村

と隣接 している。地形的には,北側の筑波山周辺を除けば,市域大半は筑波・稲敷台地と小貝川及び桜川流域

の低地である。近年,筑波研究学園都市を中心に,県内でも最も開発の進んでいる地域のひとつである。

小泉館跡の所在する北条地区は,つ くば市北部,旧筑波町の中心に位置する。この周辺の地形を概観すると,

ほぼ 3つ に区分できる。北東側の筑波山 (標高876m)と その支脈を含めた筑波山塊,南西側の筑波・稲敷台

地,その間にはさまれた桜川低地である。

筑波山塊は人溝山系の南部を構成 し,茨城県中央部において,東部の海岸平野と西部の小貝川・鬼怒川の流

れる平野を分けている。その広がりは,東西約15km,南北約23kmで ,笠間・羽黒・岩瀬と連なる小盆地列の南

に南北に長 く横たわっている。筑波山塊は,恋瀬川により筑波東側山塊と筑波西側山塊に分けることができる。

小泉館跡遺跡が位置する筑波山塊の西側は,標高400～ 430mの 比較的高度変化の少ない尾根が連なる。山塊

の西端にある筑波山は,標高876mで ,古の昔より当地域の象徴 となっている。筑波山塊の主峰筑波山は,男

体・女体の 2峰からなる双耳峰で,標高500m以上の部分は主 として角閃ハ ンレイ岩からなっている。400～

500m以下の部分は傾斜が緩 く,筑波型花両岩からなっている。また,筑波パープルライン周辺の山地では,

筑波変成岩を主体としている。

一方,筑波・稲敷台地は桜川と小貝川にはさまれて,竜ケ崎方面にまで伸びる細長い台地である。標高は20

～30mで緩い起伏を持ち,北から南へ向かって徐々に低 くなっている。

つ くば山塊 と筑波稲敷台地を分けて流れる桜川によって形成された桜川低地は,大和村高森付近では幅100

mの谷底平野を形成 し,下流になるに従って広がり,小泉館跡が所在する北条付近では約 4 kmの幅をもち,そ

の標高は15m程度である。大部分は低湿な谷底平野からなり,その所々に,水 田化された低地の中の微高地上

に集落が点在 している。

小泉館跡は,西方600mに桜川を臨み,北川に筑波西側山塊を背負 う桜川低地の微高地に位置する。小泉館

跡遺跡地点の地質断面図を見ると,火山灰層・粘土・シル ト・砂・礫層とつづいている。

この様な周辺環境のもと,中世の平城である小泉館跡遺跡は標高15m,南 に広がる水田との比高0.7mほ ど

の微高地に,筑波山と小泉の集落を背に立地 している。

参考文献

(1)茨城県  「土地分類基本調査 真壁」 1983年 1月

(2)茨城県  「土地分類基本調査 土浦」 1983年 12月

(3)大山年次 蜂須紀夫  「茨城県地学のガイド」 1986年 ■月

14)大森昌衛 蜂須紀夫  「茨城の地質をめぐって」 1987年 8月
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第 2節 歴史的環境

小泉館跡の周辺には,縄文時代からの多数の追跡が存在している。
たての

縄文時代の遺跡は,臼井遺跡 (1)。 立野遺跡 (2)。 上ノ台遺跡 (3)な ど,筑波山麓から城山の北側部

の地域や,洞下遺跡 (4)な ど桜川をはさんだ対岸の地域に,加曽利 E式期を中心とした中期の遺跡が多く確
おだた0か い

認されている。また,後期の遺跡としては,沼田遺跡 (5)・ 月ヽ田田向遺跡 (6)がある。いずれも発掘調査

が実施されていないので詳細は不明である。なお,平成 3年から4年にかけて調査された中台遺跡 (27)は ,

主に中期から後期にかけての多くの土坑群が確認され,多量の遺物が出土して注目されている。
なかす力

'ま

弥生時代の遺跡は,中菅間遺跡 (7)。 福王地A遺跡 (8)な ど桜川右岸の微高地や筑波・稲敷台地縁辺部

に多く確認されている。調査例としては,山木古墳 (9〉 と榊郡条里遺跡 (10)がある。山木古墳の調査では,

墳丘の下に後期の住居跡が 1軒確認され,弥生式土器片や土製の紡錘車などが出上した。神郡条里遺跡の調査

では,壷形土器や甕形土器,土製紡錘車などが出土している。

古墳時代の遺跡では,集落跡の調査例として,観音下遺跡 (11)・ 月ヽ田橋遺跡 (12〉 がある。観音下遺跡は

筑波・稲敷台地上にあり,前期の住居跡が 2軒確認され,五領式上器のもっとも新しい段階に位置づけられる

土器が出土している。桜川左岸の微高地上にある小田橋遺跡では, 7世紀前半を除く6～ 7世紀の住居跡が 9

軒確認されている。また,中菅間遺跡から手捏土器を含む多数の土師器が出上しており,古墳時代末期の祭祀

遺跡として注目されている。

古墳の分布を見ると,桜川右岸の筑波・稲敷台地縁辺にある桜塚古墳 (13)(全長30mほ どの前方後方墳 ,

長大な割竹形木棺を内蔵する粘土郭の主体部,変形四獣鏡,玉類,短剣などが出土,当地域では最も古い 4世

紀末の築造),山木古墳 (全長48mの柄鏡式の前方後円墳, 5世紀初頭),土塔山古墳 (14)(前長61mの前

方後円墳, 5世紀後半),入幡塚古墳 (15)(全長91mの前方後円墳, 6世紀前半),甲山古墳 (16)(規模

不明,前方後円墳, 6世紀前半)と ,時代を追っていくつもの古墳が存在している。山木古墳は桜塚古墳の南

東に近接し,土塔山古墳・八幡塚古墳・甲山古墳は,桜川対岸の筑波山とその文脈の麓に続く台地上にそれぞ

れ離れて位置している。中台遺跡でも古墳時代後期の古墳群が確認され,楯持の埴輪などが出上している。

7世紀に入ると,小泉館跡遺跡の東方約2.5kmほ どの山麓に,小型の横穴式石室をもつ,山 口古墳群 (17〉 ・

平沢古墳群 (18〉 が形成された。
ひらきわかたが なかだいはいじ

奈良・平安時代の遺跡では,平沢官衛 (19)や 中台廃寺 (20)力汝日られている。平沢官衛跡は,発掘調査に

よって多数の掘立柱建物跡や柵列跡,建物群をとりまく大溝跡などが確認されている。中台廃寺では, 8世紀

前半から9世紀初めのころの瓦片が採集されている。12世紀後半の遺跡としては,小泉館跡遺跡の北東0.6km,

城山の南西麓に日向廃寺跡遺跡 (21)がある。調査により同寺の主要建物は阿弥陀堂型式のものと判断された。
みむらやませいれいいたごくらくじ

中世の遺跡としては,鎌倉時代の寺院跡の三村山清冷院極楽寺 (22)があり,13世紀半ば,大和の高僧忍性

が来住し布教に努めた場所と伝えられている。また,城郭遺跡として,当地を支配した小田氏の居城であった

小田城跡 (23)を はじめ,水守城跡 (24〉 。北条城跡 (25〉 。多気城跡 (26〉 。河ヽ泉館跡などがある。

小泉館の所在する北条城山周辺を含む旧筑波町一帯は,平安時代後期には平氏の流れをくむ多気氏の支配が

確立していたが,鎌倉時代の初期には小田氏がそれにとって代わり,戦国時代末期までこの地で勢力を持ち続

けた。

小泉館については,「明応 5年 (1496)に 小田氏13代治孝と顕兼の争いがあり,その争いにより兄弟とも死

に,二人は小泉の表人幡と裏入幡に祀られた」という伝承があり,小田氏一族の出城と考えられている。館跡

ぬまた
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は城山の南西山裾の水田地帯の中にあり,一帯には,「館の内」 。「 ミジョウ」 。「出口」 。「内堀」 。「金

堀」 。「中堀」・「外堀」といった地名が残っている。

小泉館跡遺跡は,県営圃場整備事業に伴い,昭和63年 (1988)部分的に,茨城県つくば市教育委員会により

発掘調査が行われた。調査の結果,堀が確認され,15世紀から16世紀にかかる頃の遺物が多数出上している。

参考文献

(1)筑波町史編纂専門委員会  「筑波町史 上巻」 1989年 9月

(2)茨城県つくば市教育委員会  「小泉館 ―発掘調査概報―」 1989年 3月

(3)茨城県つくば市教育委員会  「ネ申郡条里遺跡発掘調査報告」 1988年 3月

14)木村繁  「筑波山」 1994年 3月

表 1 小泉館跡遺跡周辺遺跡一覧表

遺  跡  名
県

遺跡番号

時 代
番弓 退 跡 名

県

遺跡番号

時 代

電攻称生
士
凹

「
Ｔ 日石君 縄鼓 監岸

■
回

1 臼 井 遺 跡 2950 ○ 八 幡 塚 古 墳 2153 ○

ユユ 野 退 跡 ○ 甲 山 古 墳 3000 ○

上 ノ 台 遺 跡 2949 ○ ○ ○ ○ 山 口 古 墳 群 2982 ○

ヱ同 下 遺 跡 2963 ○ ○ 18 平 沢 古 墳 群 2150 ○

沼 田 Ｈ退 跡 2955 ○ 平 沢 官 衛 遺 跡 4089 ○ ○

小 田 田 向 遺 跡 ○ ○ 20 中 台 廃 寺 跡 2148 ○

中 菅 間 遺 跡 ○ ○ 日 向 廃 寺 跡 5860 ○

福 王 地 A遺 跡 2960 ○ ○ ○ 三村山清冷院極楽寺跡 2991 ○

山 木 古 墳 2983 ○ ○ /1ヽ 田 城 跡 ○

10 神 郡 条 理 遺 跡 2994 ○ ○ 水 守 城 跡 2998 ○

観 音 下 遺 跡 ○ 北 条 城 跡 2995 ○

小 田 橋 遺 跡 5862 ○ ○ 多 気 城 跡 2996 ○

桜 塚 古 墳 5859 ○ 中 台 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○

土 塔 山 古 墳 ○ ◎ 小 泉 館 跡 遺 跡 5863 ○
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第 2図 周辺遺跡分布図
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第 3章 遺

第 1節 調査方法と遺構・遺物の記載方法

1 地区設定
小泉館跡遺跡の発掘調査を実施するに当たり,遺跡及び遺構の位置を明確にするため調査区を設定した。

調査区の設定は, 日本平面直角座標第Ⅸ系,X軸 (南北)。 Y軸 (東西)を 基準点として,40m方眼を設定

し,こ の40m四方の区画を大調査区 (大グリッド)

とした。さらに,こ の大調査区を東西,南北に各々

十等分して, 4m四方の小調査区 (小グリッド)を

設定した。

調査区の名称は,アルファベットと算用数字を用

いて表記した。まず,大調査区の名称は,北から南

へ A・ B……,西から東へ 1・ 2……とし,その組

み合わせで「Al区」・「B2区」……・のように称

した。さらに,大調査区を4m方眼に100分割 した

小調査区を,各々同様に,北から南へ a・ b…… j,

西から東へ 1・ 2・…・・9・ 0と 小文字を付 した。各小

調査区の名称は,大調査区の名称と合わせて ,

「A lal」 区,「 B2b2」 区のように呼称した。

(第 3図 )                   第 3図 調査区呼称方法概念図

遺跡における基準点の座標は,「 Alal J X=+19,120m  Y=+22,800m

2 基本層序の検討
小泉館跡遺跡においては,調査区中央部 C2f7区にテス トピットを設定し,第 4図に示すような土層の堆積

状況を確認 した。

第 1層 は,ロ ーム・粘土混 じりの黒褐色の層で,厚 さはおよそ30cmで ある。第 2層 は浅黄橙のローム層で ,

厚さはおよそ20cmで ある。第 3層 は橙色のローム層で,厚

さはおよそ30卿である。第 4層 は灰褐色のローム層で,厚

さはおよそ15cmで ある。第 5層 はにぶい褐色のローム層で ,

厚さはおよそ40cmで ある。第 6層 はにぶい褐色の砂層で ,

厚さはおよそ35cmで ある。第 7層 は明褐色の砂層で,厚 さ

はおよそ10cmで ある。第 8層 は粘土が多量に混じったにぶ

い褐色の砂層で,厚 さはおよそ10cmで ある。第 9層 は灰褐

色の粘土の層で,厚さはおよそ20cmで ある。

小泉館跡遺跡の遺構は第 1層上面で確認されている。

A

B

せヽ
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3 遺構・遺物の記載方法
本書における遺構及び遺物の記載方法は,以下のとおりである。

(1)使用記号

遺構  土 坑―SK  堀・溝―SD  SA― 柵列  掘立柱建物跡―SB

井 戸一SE  柱穴・貯蔵穴―P

遺物  土 器―P  土製品―DP  石器・石製品―Q  古銭・金属製品一M  拓本土器―TP

(2)遺構及び遺物の実測図中の表示

● 土器 0土 製品  △ 石器・石製品  ■ 木製品  口 金属製品  E華 :::::霊ユ黒色処理

(3)土層の分類

土層観察における色相の判定は,『新版標準土色帖』 (小山正忠・竹原秀雄 日本色研事業株式会社)を
使用した。

(4)遺構 。遺物実測図作成方法と掲載方法

① 小泉館跡遺跡の遺跡全体図は縮尺400分の1,遺構図は縮尺60分の1に した。
② 遺物は原則として3分の1に縮尺した。種類や大きさにより異なる場合もあり,それらについては,
=1/2等 と表示した。

(5)出土遺物観察表の計測値

計測値は,A… 口径 B…器高 C…底径 D…高台径 E・―高台高とし,( )は 現存値,〔  〕は
復元推定値を表す。

第 2節 遺跡の概要

小泉館遺跡は,つ くば市役所の北15km,標高15mほ どの桜川の低地に位置する。現況は水田や畑で,今回の

調査区域の面積は3,364ポである。今回の調査によって確認された遺構は,堀 3条 ,滞 3条 ,掘立柱建物跡 4

棟,柵列 2列 ,土坑111基 ,地下式媛 2基,井戸14基である。遺物は比較的量が多く,土師質土器,陶磁器,

石製品,古銭などが出土している。
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第 3節 遺構と遺物

1堀
本遺跡では 3条の堀が確認されている。

第 1号堀 (第 5図 )

位置 調査区の北部で確認。

規模と形状 上幅9,1～ 11.2m,下幅7.8～ 10.4m,深 さ0.63～ 0,81mで ,断面形は「u」 状を呈している。壁

は40～ 60° の傾斜で立ち上がっている。調査では内側で42.5m程確認されている。堀の内側の堀岸を見ると,

A3b6区からA3c6区 にかけてやや曲がっている。また,深 さはそれほどではないが,礫層の直前まで掘 り込

まれ,床面は礫の間に粘上が入り込んで,溜 まった水が容易にはひかないような状態となっている。 A3f6区

からA3g6区にかけては,内側の堀岸が上幅で4。 lm～ 4.8m,堀の中に向かって1.8m～ 1.3mせ り出している部

分がある。そのせり出し部分の延長上の堀中には,1.8mほ どの間隔をおいて,木橋に用いたと思われる直径

10～ 20cmの杭と幅11.5cm,厚 さ4.3cmの ほぞ穴の穿たれた材が発見されている。さらに,せ り出し部分の南側

には,床面が部分的に50cmほ どの幅でわずかに高く調整されているのも確認された。

方向 ほぼ南北方向を向く。

覆土(1)調査区北端 (SP:A― ―A´ )4層 から成る。第 1層 はローム粒子を中量含む黒掲色土層である。第 2

層はローム粒子中量,炭化粒子微量,砂粒中量,小石を少量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子多量 ,

炭化粒子少量,小石を少量含む極暗褐色土層である。第 4層 はローム粒子多量,砂粒多量含む灰褐色土層であ

る。自然堆積と考えられる。

(2)調査区北より (SP IB― B′ )6層から成る。第 1層 はローム大ブロック少量,炭化粒子微量,礫を少

量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム粒子少量,炭化粒子微量,焼土粒子微量含む黒褐色土層である。第

3層 はローム粒子少量,炭化粒子少量,焼土粒子少―i,砂粒多量含む暗褐色土層である。第 4層 はローム中ブ

ロック少量,ロ ーム粒子中量,炭化粒子微量,焼土粒子微量含む黒褐色土層である。第 5層 はローム粒子多量 ,

炭化粒子微量,焼土粒子微量含む極暗褐色土層である。第 6層 はローム粒子多量,炭化粒子微量,小土粒子微

量,粘土粒子多量含む暗褐色層上である。自然堆積と考えられる。床面は礫,粘土混じりで,水を通しにくく

なっている。

遺物 調査区内に確認した第 1号掘の中央部の木橋出土周辺を中心に,土師質土器 (皿・内耳鍋など),陶器

片 (甕など),石製品 (石臼など),輸入磁器,中国古銭,木製品 (枕 。下駄など)多 くの遺物が出土してい

る。特に,明代の龍泉窯の青磁鉢,保存状態の良好な下駄などの木製品など特筆すべき物も多い。

所見 本跡は伝わっている古地図などから,館の中堀と思われる。

第 1号堀出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(chl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

6図

1

皿

土師質土器

A 68
B 2.2
C 3.0

縁

部

口

底

口縁部一部欠損。平底。体部,

部は内彎しながら立ち上がる。

は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。口縁

部外面横ナデ

砂粒・長石・雲母

鈍い橙色

息年

P 145   98%
覆土

2

皿

土師質土器

△ 9.7
B 3.2
C 4.6

底部一部欠損。平底。体部は内彎し

ながら立ち上がり,口縁部は直線的
に外傾する。低部は突出気味。

水挽き成形。体部内面ヘラナデ。底

部回転糸切り後ヘラ削り。

砂粒・長石・雲母

スコリア

浅黄橙色,普通

P l19   98%
覆土
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図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第 6図

3

皿

土師質土器

A〔 10.4〕

B 3.6
C 22

低部から口縁部片。平底。体部はわ

ずかに内彎しながら立ち上がり,日
縁部は外反しながら外に開く。低部
は突出気味。

水挽き成形。低部回転糸切り。体部

内面ナデ。

砂粒・長石・雲母
スコリア

鈍い橙色

普通

P 146    50%
底部穿孔

覆土

4

内 耳 鍋
土師質土器

A324
B142
C〔 19.2〕

体部,日縁部片。体部はわずかに内
彎しながら立ち上がる。日縁部外面

(耳下付け根)を一本の沈線が巡る。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・石英・雲母

スコリア

鈍い赤褐色,普通

P 196    40%
覆土

5

火   鉢
土師質土器

A〔 48.0〕

B 14 6

C〔 36.0〕

底部から回縁部片。体部,日縁部は
わずかに内彎しながら立ち上がり,
日縁部上端は厚みを増す。

体部内面,日縁部内 。外面ナデ。日
縁部外面に菊花の押印紋。

砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

赤褐色,普通

P189   35%
覆土

6

皿

土師質土器

A 8,1
B 2.8
C 3.9

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。底
部は突出気味。

水挽き成形。

低部回転糸切り。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

浅黄橙色,普通

P 128   100%
覆土

7

皿

土師質土器

A 6.9
B 2.3
C 3.0

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。底部は突出気味。

水挽き成形。

底部回転糸切り。

砂粒・石英・雲母

スコリア

灰白色,普通

P 185    99%
底部穿孔,日縁部
煤付着,覆土

8

皿

土師質土器

A 7.0
B 2.8
C 3.4

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,国縁部は直線的に外傾
する。底部は突出気味。

水挽き成形。

底都回転糸切り。

砂粒 。長石・雲母
スコリア

浅黄橙色,普通

P 159   100%
口縁部煤付着

覆土中層

9

皿

土師質上器

A 8.8
B 3.4
C 44

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は外反する。底部は突出
気味6

水挽き成形。

底部回転糸切り。

砂粒・長石・雲母
スコリア

橙色,普通

P 120   100%

覆土中層

皿

土師質土器

A10.3
B 28
C 45

口縁部一部欠損。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する。器肉は薄い。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

砂粒 。長石・石英

雲母

鈍い橙色,貞好

P l17   98%
覆土中層

11

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部は直線的に立ち上がり,
日縁部は直線的に外に開く。日縁部

径に比して底部径力Ⅵ さヽい。

水挽き成形。 石英・雲母抹
スコリア

赤橙色,普通

P l14   100%
覆土中層

皿

土師質上器

A 7.8
B 2.6
C 3.7

口縁部一部欠損。平底。底部は突出

気味。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

肖Uり 。

砂粒・雲母

淡橙色

普通

P 129   99%
覆土

内 耳 鍋
土師質土器

A26.9
B 97

体部から口縁部片。体部はわずかに

内彎する。体部と口縁部の境に段が

巡り,日縁部下位外面に指頭圧痕。

口縁部,体部内・外面ナデ。 砂粒 。長石・石英

雲母

暗赤褐色,普通

P201    10%
覆土

皿

土師質上器

A 74
B 30
C 3.8

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。底
都は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母
スコリア

淡橙色,普通

P 155   100%
口縁部煤付着

床面
皿

土師質土器

A 8.8
B 2.8
C 4.3

平底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。歪みが激しい。

水挽き成形。低都回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 239   100%
口縁部外面煤付着

覆土中層
皿

土師質土器

A 9,0
B 2.7
C 4.0

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部は直線的に外傾
する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・石英・雲母
スコリア

黄橙色,普通

P229   100%
覆土

皿

土師質土器

A 9.5
B 3.0
C 4.1

日縁部一部欠損。平底。体都はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は外反する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 スコリア。
色

母

黄

好

雲

淡

良

P 233    98%
覆土

皿

土師質土器

A 9,4
B 32
C 34

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。

水挽さ成形。底部回転糸切 り。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い黄橙色,良好

P 240    99%
口縁部煤付着

覆土中層
皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部,口縁
都はわずかに内彎しながら立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・石英

スコリア

鈍い橙色,良好

P232   95%
覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

鈍い橙色

良好

P237   100%
覆土上層

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。九底。体部,日縁
部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。底部外面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母

明褐色,普通

P 243   98%
覆土

皿

土師質上器

A 88
B 2.8
C 35

平底。体都,日縁部はわずかに内彎
しながら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 スコリア母

色

好

雲

橙

良

P 230   100%
覆土中層

皿

土師質土器

A 6.0
B 21
C 2,7

平底。体部,日縁部は強く内彎しな
がら立ち上がる。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

橙色

良好

P 244   100%
口縁部媒付

覆土
皿

土師質土器

A 70
B 2.5
C 4.0

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に立ち上がる。
水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・石英・雲母

スコリア

浅黄栓色,普通

P 235   100%
覆と    '
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:。 長石・雲母

リア

橙ヽ色

:・ 石英・婁母
'リ ア
再赤褐色,普
二・長石・石英

[・ スコリア

通

二。長石・

Iリ ア

i橙色,普
E・ 石英・_‐母

!リ ア

二・長石・雲母

Iリ ア

こ橙色,普通
|・ 長石・雲母
「リア

l,普通

橙ヽ色,良好
こ・婁母抹
Iリ ア

と・雲母

き色

法。長石・石英

:

P 146   50%
底部穿孔

覆土

P 196    40%
覆土

P 189   35%
覆上

P 128   100%
覆土

P 185   99%
底部穿孔,口縁部
煤付着,覆土
P 159   100%
口縁部媒付着

覆上中層

P 120   100%
覆土中層

P l17   98%
覆土中層

P l14   100%
覆土中層

P201   10%
覆土

％１

土

Ｐ
覆

・長石・雲母

:リ ア

P155   100%
口縁部煤付着

と。雲母
ユリア

と,石英・雲母

'リ
ア

P 239   100%
口縁部外面煤付着

土

P229   100%
覆土

ナ・スコリア

そ色

F

・雲母

,リ ア

と・石英
ユリア

橙ヽ色,

立。長石・雲母

栓ヽ色

P233   98%
覆土

P 240    99%
口縁部煤付着

覆土中層

P232   95%
覆土

P237   100%
覆土上層

と'長石・石

チ

]色,普
子・スコリア

子

立・雲母

立・石英・

】リア

P243   98%
覆土

P 230   100%
覆土中層

P 244   100%
口縁部煤付

覆上

P 235   100%
覆土    十

q橙色,普通
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図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

皿

土師質土器

86
22

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。九底。体部,日縁
都は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内 ,外面ナデ。 砂粒・石夫 。雲母

スコリア

灰白色,普通

P 234   95%
覆土中層

皿

土師質土器

A 66
B 27
C 2.8

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,口縁部は直線的に外傾
する。底部突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母

鈍い責色,普通

P 165   100%
口縁部内面煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 72
B 2.4
C 3.9

平底。体部,日縁部はわずかに内彎
しながら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

肖Jり 。

砂粒・雲母

スコリア

淡橙色,普通

P 236   100%
覆土

皿

土師質土器

A 8.6
B 3.1

口縁部一部欠損。丸底。体部,国縁
部は内督しながら立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・石英 ,長石

雲母・スコリア

灰白色,普通

P 150   97%
覆土

第 7図

29 土師質土器

鉢悟 A〔 308〕

B 12 0

C〔 136〕

底部から国縁部片。体部は直線的に

外傾し,口縁部はわずかに厚みを増
す。日縁部上端が内側にわずかにせ

り出す。

口縁部内・外面ナデ。体部内面に 4

本単位の櫛目が施されている。

砂粒 。長石 。雲母

スコリア

鈍い褐色

普通

P259   15%
内外面煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 72
B 23
C 3.1

平底。体部,回縁部は内彎しながら
立ち上がる。底部は突出気味。

底都回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

スコリア

橙色.良好

P 171   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

上師質土器

A 7.3
B 2.7
C 3.0

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部はわずかに外反する。
底部回転糸切り後ヘラ削り。 砂粒・雲母

スコリア

浅黄橙色,不良

P 135   100%
覆上

高 台 付 盤

青   磁
B(2.3)
D〔 4.6〕

G l.1

平底。高台部は短く直立する。体部

は緩やかに内彎しながら立ち上がる。

高台部内側を除き釉が均等に施され

ている。

底部ヘラ切り。付け高台。 灰白色

(釉 )明緑橙色

良好

P212   20%
覆土

皿

土師質土器

A 6.7
B 2.5
C 3.6

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,口縁部は直線的に外傾
する。

水挽き成形。日縁部内・外面横ナデ。

底部回転糸切り後ナデ。

砂粒・スコリア

灰白色

普通

P 161   100%
口縁部内面媒付着

覆土

皿

土師質土器

A 8.1
B 2.4

丸底。器肉が厚い。体都,日縁部は

内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母

橙色,良好

P 153   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

A12.2
B 48
C 5.2

平底。体部,口縁部は直線的に立ち
上がる。

内外面ナデ。底部ヘラ切り後ナデ。 雲母抹・スコリア

浅責橙色

普通

P■ 6   95%
床面

皿

土師質土器

A 68
B 2.2
C 2.9

平底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

口縁部内・外面横ナデ。底部ヘラ切

り後ナデ。

砂粒・長石・石英

雲母

栓色,良好

P 172   100%
床面

皿

土師質土器

A ll l

B 3.6
C 37

口縁部一部欠損。平底。口縁部径に

比して底部径が小さい。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底都回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

スコリア

浅責橙色

普通

P 122   95%
覆土

皿

上師質土器

A 7.0
B 2,7
C 3.2

平底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 162   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 97
B 35
C 4,7

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部は直線的に外傾
する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 長石・雲母

スコリア

浅責橙色.普通

P 256   100%
内面全体煤付着

床面
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40

皿

土師質土器

A 91
B 34
C 4.6

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,口縁部は直線的に外傾

する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

灰白色 普通

P 250   100%
内面全体煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 74
B 24
C 3.6

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部は直線的に外傾

する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・雲母

スコリア

灰白色.普通

P 132   100%
床面

皿

土師質土器

A 65
B 2.3
C 30

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部は直線的に外傾
する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

橙色.普通

P 133   100%
覆土

皿

土師質上器

A 6.9
B 2.4
C 3.9

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。
水挽き成形。 砂粒・雲母

スマリア

橙色,普通

P 168   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 6.7
B 2.0
C 2.8

平底。体部,口縁部は内彎しながら

立ち上がる。底部は突出気味。

水挽き成形。日縁部内・外面横ナデ。

底部回転糸切り。

砂粒・長石・雲母

鈍い橙色

息造子

P 163   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 92
B 33
C 38

日縁部一部欠損。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁

部は直線的に外傾する。底部は突出

気味。体部内面低位に一条の沈線。

水挽き成形。日縁部内・クト面横ナデ。

底部回転糸切り。

砂粒 。長石・石英

雲母・スコリア

灰白色

普通

P 124    90%
覆土

皿

土師質土器

A 8.4
B 3.0
C 3.3

平底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。底部内面に指先ほどの

窪み。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・石英

雲母,ス コリア

灰黄褐色,普通

P 126   100%
覆土

皿

土師質土器

A 7.4
B 2.4
C 3.7

口縁部一部欠損。体部,口縁部は内

彎しながら立ち上がる。底部は突出

気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

鈍い褐色

良好

P178   95%
口縁都煤付着

覆土

器

鉢

陶

B(41)
C〔 13.0〕

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がる。底部の厚みに比して体

部が薄い。

体部内面にロクロ痕。

色

通

礫

灰

普

P228    5%
覆上下層

皿

土師質土器

A 7.5
B 26
C 4.2

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は外反する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母

鈍い黄橙色,良好

P 257   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

78
25

Ａ

Ｂ

平底。体部,日縁部は内彎しながら

立ち上がる。底部は突出気味。外面

底部と体部境に細い沈線が巡る。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

肖Jり 。

砂泣 。長石・石英

雲母

灰褐色,良好

P 253   100%
口縁部から体部内

面媒付着,覆土
皿

上師質土器

A 6.9
B 2.5
C 3.5

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,口縁部は外反

する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

肖Jり 。

砂粒・長石・石英

鈍い橙色

不良

P252  99%
覆土上層

皿

土師質土器

A 9.3
B 3.5
C 4.5

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反

する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

橙色

普通

P 251   98%
口縁部煤付着

覆上下層

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反

する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

橙色

良好

P H5    5%
体部内面煤付着

覆土

皿

土師質上器

A lll
B 3.9
C 39

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反

する。底部は突出気味。口縁部径に

比して底部径が小さい。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・雲母

鈍い橙色

普通

P 123    90%
体部内面褐色物付

着

覆土

皿

土師質土器

A 70
B 25
C 3.5

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,体部上位から口縁部は外反する。
底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 長石・雲母

淡橙色

良好

P 268   100%
体部中位に 2か所

穿孔,覆土
皿

土師質土器

A 75
B 24
C 3.8

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,体部上位から口縁部は外反する。
水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

橙色

普通

P270   100%
□縁部煤付着

床面

皿

土師質土器

A 95
B 3.4
C 3.8

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反

する。底部内面は膨らむ。

水挽き成形。底都回転糸切り後ヘラ

肖Jり 。

砂粒・長石・雲母

灰掲色

普通

P265   98%
覆土中層

皿

土師質土器

A 8.9
B 3.6
C 45

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,体部上位から口縁部は直線的に
外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

鈍い橙色

普通

P264   100%
覆土中層

皿

土師質土器

A 63
B 28
C 2.0

平底。体部,国縁部は内彎しながら

立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

灰白色,普通

P 164   100%
口縁部内面煤付着

覆土

皿

土師質上器

A 93
B 31
C 49

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は外反する。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

長石・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 266   100%
内面全体厚く煤付

着,床面
皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

102
2.8

口縁部一部欠損。九底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

灰白色.普通

P125  95%
覆土
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62

皿

土師質土器

A 9,7
B 3.2
C 5_3

平底。器肉力W享い。体部外面中位を

わずかな膨らみが巡る。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

鈍い橙色

良好

P 151   100%
底部,体部内面煤
付着

覆土
皿

土師質土器

A 76
B 3.1
C 41

口縁部一部久損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,口縁部は外反
する。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

灰白色,普通

P271   95%
口縁部,体部外面
煤付着,床面

皿

土師質土器

A 7.4
B 2.3
C 37

体部から口縁部にかけて部分的に欠

損。平底。体部は内彎しながら立ち

上がり,日縁部は外反する。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 275    80%
口縁部煤付着

覆土下層
皿

土師質土器

A 6.5
B 23
C 31

底部から□縁部片。平底。体部,日
縁部は内彎しながら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

灰褐色,良好

P 184    70%
口縁部煤付着

覆土

茶   釜
土師質土器

B(13.9) 体部片。体部は内彎し下脹れ気味に

下位が膨らむ。体部中央部には幅13

mm,厚 さが 5 mmほ どの鍔が付く。

体部外面ナデ。体部内面ヘラナデ。 砂粒 。長石・石英

雲母

橙色,普通

P 206    25%
覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,口縁部は直線
的に外傾する。

水携き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

スコリア

淡橙色,普通

P 181   98%
日縁部煤付着

覆土
皿

土師質土器

A 6.7
B 2.5
C 34

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

スコリア

鈍い橙色,良好

P 158   100%
口縁部煤付着

覆土
皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

日縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

スコリア

鈍い褐色,普通

P176   99%
体部内・外面煤付

着,覆土
皿

土師質土器

A 7,4
B 2.7
C 2.8

平底。体部,日縁部は直線的に立ち
上がる部分と直線的に外傾する部分

とがある。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

鈍い褐色

良好

P 166   100%
口縁部内面煤付着

覆土
皿

土師質土器

A 6.8
8 2.2
C 36

平底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・石英

雲母

鈍い橙色,良好

P 167   100%
内面全体煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 6.8
B 25
C 31

平底。体部,日縁部は直線的に立ち
上がる部分と直線的に外傾する部分

とがある。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石

灰白色

良好

P 160   100%
口縁部煤付着

覆土
皿

土師質土器

A 6.7
B 21
C 2,9

平底。体部,国縁部は直線的に立ち
上がる。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

鈍い黄橙色

普通

P 139   100%
覆土

皿

土師質土器

A 6.8
B 2.0
C 86

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・雲母

鈍い黄橙色

良好

P 137   100%

覆土

皿

土師質土器

A 6.5
B 23
C 34

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。底
部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 177   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 6.3
B l.8
C 2,7

平底。体部,日縁部はわずかに内彎
しながら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り後ナデ。 砂粒 。長石・石英

雲母

灰褐色.良好

P 143   100%
覆土

皿

土師質土器

A 6.0
B 2.0
C 3.0

平底。体部,口縁部は内彎しながら
立ち上がる。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い責橙色,良好

P 142   100%
覆上

瓶

器

花

陶

B(30)
C 46

底部から体部片。平底。底部から強

く絞り込むように外督しながら立ち
上がる。

底部回転糸切り。底部周辺を除いて

釉が施されている。

灰白色

(釉 )灰白色
普通

P217   10%
覆土

皿

土師質土器

A 63
B 2.0
C 26

平底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。体部下位に底部を取り

巻く形でヘラによる線。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

肖」り。

砂粒 。長石・石英

雲母

鈍い橙色.普通

P 173   100%
覆土

不

器釧師
高

土

A〔 8,7〕

B 53
C 46
E 2.0

およそ20mmの高台部は外彎しながら

広がる。体都はわずかに内督しなが

ら立ち上がり,日縁部に近付くにつ

れ彎曲の度を強める。底部内面中央

に押印が見られる。

底部回転糸切り。体部外面ナデ。 石英・雲母

スコリア

鈍い橙色

普通

P 292    60%
覆上下層

皿

土師質土器

A 6.7
B 2.5
C 3.1

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り口縁部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

雲母・スコリア

灰白色

普通

P 291   100%
口縁部煤付着

覆土上層

層   鉢
土師質土器

B(80)
C〔 17.9〕

底部,体部片。平底。体部はわずか
に内彎しながら立ち上がる。

体部内面ナデ。底部から体部内面に

は4本単位の櫛目が密に施されてい

る。

砂粒・長石・石英

雲母

鈍い橙色.普通

P 195   40%
覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部,

部は内彎しながら立ち上がる。

は突出気味。

縁

部

口

底

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

砂粒・長石

雲母

鈍い橙色,

石英

普通

P 144    98%
覆土
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第 8 1Xl

84

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。底部が突出気味。Ll縁部上端

径に比して底部径が大きい。体部,

日縁部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・石英

スコリア

鈍い橙色,普通

P 131   100%
覆土

皿

土師質土器

A 88
B 27
C 30

田縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。底部は突出気味。11縁部径に比

して底部径が小さい。

水挽き成形。底部回転糸切り。 雲母

鈍い黄橙色

史好

P282   99%
覆土上婚

皿

土師質土器

A l1 5

B 3.8
C 34

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部は直線的に外傾
する。底部は突出気味。国縁部径に

比して底部径が小さい。

水挽き成形。底都回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

鈍い橙色

良好

P 280   100%
日縁部外面煤付着

内面全体厚く煤付

着,覆土
皿

土師質土器

A 9.4
B 3.3
C 4.9

日縁部から体部にかけて一部欠損。

平底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。底

部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

砂粒 。長石・雲母

鈍い橙色

良好

P 285    80%
覆上

第 9図

88

橋   鉢
上師質土器

A〔 28.6〕

B 96
C 14.0

日縁部から体部にかけて一部欠損。

平底。体部,日縁部は直線的に外傾

する。口縁部に一箇所注ぎ口。

日縁部内・外面横ナデ。底部から体

部にかけて,内面に 5本単位の櫛目
が施されている。

長石・石英・雲母

スコリア

鈍い黄橙色,普通

P 295    70%
底部から体部下位

外面煤付着,覆土
皿

土師質土器

A 85
B 3,3
C 3.8

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反

する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

橙色

良好

P 286    95%
内外面全体媒付着

覆土

皿

土師質土器

A 92
B 31
C 30

口縁部一部欠損。平底。体都,日縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。日縁部径に比して底部径が小さ

い。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母
スコリア

鈍い橙色

良好

P 283    98%
覆土中層

皿

土師質土器

A 64
B 21
C 3.3

平底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・スコリア

灰白色

良好

P 288   100%
覆土中層

皿

土師質土器

A 94
B 2.7
C 3.6

平底。体部,日縁部はわずかに内彎
しながら立ち上がる。日縁部径に比

して底部径が小さい。底部は突出気

味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・石英

雲母

黄橙色

良好

P281   100%
覆上下層

皿

土師質土器

A 7.5
B 2.7
C 3.9

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反
する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り後ナデ。 砂粒・長石・雲母

スコリア

黄橙色,普通

P290   95%
覆土

羽   竃
土師質土器

A24.1
B 8.5

体部から口縁部片。体部は内彎しな

がら口縁部に至る。口縁部は垂直に

立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 長石・石英

普通

粒

母

色

砂

雲

橙

P 294    10%
覆土

第10図

95

皿

土師質土器

A 7.1
B 23

口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。比較的器肉が厚い。

口縁部内・外面ナデ。 長石・石英・雲母

鈍い橙色

普通

P 255   75%
覆土

皿

土師質土器

A 78
B 2.7

口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線

的に外傾する。比較的器肉が厚い。

口縁部内・外面ナデ。 長石・石英・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 254    90%
覆土

皿

土師質土器

A 10.0

B 3.1
口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,国縁部は直線
的に外傾する。比較的器肉が厚い。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒 。長石

雲母

鈍い橙色,

石英

普通

P260   95%
赤味が強く重厚

覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。比較的器肉が厚い。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・石英

スコリア

灰黄橙色 ,

雲母

普通

P262   80%
覆上下層

皿

土師質土器

A 72
B 2.ユ

口縁部一部欠損。九底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する6

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

灰白色.普通

P263   90%
覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部は緩やかに内彎しながら立ち上が

る。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石

スコリア

浅責橙色.普通

P 238    95%
覆土

皿

土師質土器

A 6.0
3 2.1
C 30

平底。体部,口縁部は緩やかに内彎
しながら立ち上がる。底部は突出気

味。器形が整っている。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・

雲母

鈍い責橙色 .

英

　

通

石

　

普

P 287   100%
覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部は中位

にわずかな膨らみをもって内彎しな

がら立ち上がる。日縁部は外反する。

水挽き成形。底部回転糸切り後ヘラ

ナデ。

母〓
云。
色

粒

褐

好

砂

灰

良

P 138   99%
覆上下層

皿

土師質土為

A 95
B 4.2
C 3.2

口縁部一部欠損。平底。体部,口縁

部は直線的に外傾する。底部は突出

気味。

水挽き成形。底部回転糸切 り。 長石・雲母

鈍い橙色

不良

P 121   90%
覆土

皿

土師質土器

A 90
B 3.3
C 4,0

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反
する。低部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母

橙色,普通

P284   95%
覆土
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皿

土師質土器

A 93
B 3.4
C 40

「J縁部一部欠損。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に夕1傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石

雲母

浅黄橙色.

石英

史好

P l18   98%
覆土

llll

上師質土器

H.0
31
39

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部は緩や

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

灰褐色

普通

P 152   80%
覆土

皿

土師質土器

105

34
42

Ａ

Ｂ

Ｃ

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部は外反して外に

開く。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・石英

雲母

橙色,普通

P 231   100%
覆土

皿

土師質土器

128
4.6

4.9

Ａ

Ｂ

Ｃ

日縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

灰白色

普通

P249   75%
覆上下層

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部微小欠損。平底。体部は内彎
しながら立ち上がり,口縁部は外反
する。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母

明褐色.普通

P 24n    98%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

A 9.4
B 3.1
C 40

口縁部一部欠損。平底。体部は直線

的に外傾し,口縁部は外反して外に

開く。造りが雑。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

灰黄色,普通

P242   80%
口縁部煤付着

覆土
皿

土師質土器

A 8.2
B 2.8
C 44

底部から口縁部片。平底。体部,日
縁部は直線的に外傾する。底部は突

出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い黄橙色,普通

P246   60%
口縁部煤付着

覆土
皿

土師質土器

A〔 91〕

B 25
C 36

体部から口縁部声部欠i亀 平,乳 体部,
日縁部は直線的に外傾する。体部上

位外面がやや膨らむ。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石・石英

雲母・スコリア

灰責色,普通

P223   70%
口縁部煤付着

覆土
皿

土師質土器

A 65
B 29
C 23

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

灰黄色

良好

P 170   98%
覆土

皿

土師質土器

A 64
B 23
C 3.5

平底。体部,日縁部はわずかに内彎
しながら立ち上がる。底部内面が膨

らむ。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 '長石

スコリア

普通

P 174   100%
回縁部煤付着

覆土
皿

土師質上器

A 72
B 21
C 33

口縁部一部欠授。平底。体部,日縁
部は緩やかに内彎しながら立ち上が

る。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂泣・雲母

スコリア

鈍い黄橙色,普通

P 179   95%
日縁部煤付着

覆土
皿

土師質土器

A 66
B 22
C 33

口縁部一部欠損。平底。体部中位が

わずかに膨らみ,直線的に外傾する。
日縁部はわずかに外反する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母
スコリア

灰白色,普通

P 222   80%
口縁部媒付着

覆土
皿

土師質上器

A 74
B 20
C 52

回縁部微小欠損。平底。体部はわず

かに外反しながら立ち上がる。国縁

部径に比して底部径が大きい。

水挽き成形。底都回転糸切り。 砂粒・石英・雲母

灰黄掲色

普通

P 272   98%
口縁部煤付着

覆土
皿

土師質土養

A 71
B 2.5
C 34

口縁部一部欠損。平底。体部は中位

外面に膨らみをもってわずかに内彎
しながら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

灰白色,普通

P274   85%
覆土

皿

土師質土器

A10.1
B 38
C 42

底部から口縁部片。平底。体部は内

彎しながら立ち上がり,口縁部は外
反して外に開く。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 スコリア・
色

粒

橙

通

砂

淡

普

P147   55%
底部穿孔

覆土
皿

土師質土器

A 67
B 20
C 3.3

底部から口縁部片。平底。体部,日
縁部は内彎しながら立ち上がる。全

体に器肉が厚い。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 母

色

通

雲

里
笠

ロ

P 149    50%
底部穿了し

覆土
皿

土師質土番

A 64
B 22
C 3.3

底部から口縁部片。平底。

縁部は直線的に外傾する。

外面がやや膨らむ。

口

位
，
中

部

部

体

体

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・石英・雲母

スコリア

淡橙色,普通

P 186   55%
底部穿子し

覆土
皿

土師質土器

A〔 8.4〕

B 3.0
C 3.2

底部から回縁部片。平底。体部はわ

ずかに内彎しながら立ち上がり, 国

縁部はわずかに外反する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石 。婁母

橙色

良好

P 148   60%
底部穿孔

覆土

耳   皿
土師質土器

A 7.4
B 30
C 34

口縁部一部欠損。平底。突出した底

部から立ち上がる体部は,向かい合
う面が内側に強く山げられている。

水挽き成形。底部回転糸切り。 雲母・スコリア

橙色

普通

P 187    80%
覆土

第11図

124

僑   鉢
土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

360〕

H.9)
192〕

底部から口縁部片。体部は直線的に

外傾して立ち上がり,日縁部近くか
ら外反する。

内・外面ナデ。底部から体部内面に

は6本単位の櫛口が施されている。

長石・石英・雲母

スコリア

黄橙色,普通

P 192   30%
底部外面煤付着

覆土

盾   鉢
土師質土器

A〔 35

B ll

C〔 17

底部から口縁部片。体部は直線的に

外傾して立ち上がり,日縁部近くか
ら外反する。

内・外面ナデ。体部内面には 6本単
位の櫛目が施されている。

砂粒・長石・石英

雲母

鈍い橙色,普通

P 193   15%
覆上

橋   鉢
土師質土器

A〔 68〕

B(25)
体部から口縁部片。体部,日縁部は
わずかに外反する。

体部,日縁部内・外面ナデ。体部内
面には 3本単位の櫛口が施されてい

る。

石英・雲母

スコリア

普通

P 194   10%
覆土

信   鉢
土師質土器

A〔 320〕

B l12
C〔 140〕

底部から口縁部片。体部は直線的に

外傾して立ち上がり,日縁部は外に
わずかに膨らんで内彎する。

内・外面ナデ。底部から体部内面に

は6本単位の櫛目が施されている。

砂粒 。長石・石英

雲母

鈍い褐色,普通

P225   10%
外面媒付着

覆土
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硼
‐２８
香   炉
土師質土器

A〔 10.0〕

B 4.7
C〔 8.0〕

底部から日縁部片。 4足。平底。体

部,回縁部は直線的に外傾する。日

縁部上端は外側に摘み出されている。

内・外面ナデ。体部中位には方形の

渦巻紋が施されている。

砂粒・長石・石英

雲母

鈍い橙色.普通

P209   45%
体部内面煤付着

香   炉
土師質土器

B〔 5.3〕

C〔 8.0〕

底部から体部片。平底。体部は直線

的に外傾して立ち上がる。

内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

明赤褐色,良好

P210   35%
体部内面媒付着

覆土

火   鉢
土師質土器

A〔 40.4)

B(10.8〕

体部から口縁部片。体部はわずかに

内彎しながら隆帯の巡る日縁部に至

る。

内・外面ナデ。体部には方形の渦巻

紋,格子紋,粘土貼り付け後に竹管
で刺突した円錐形装飾が付く。

砂粒・長石・石英

婁母

鈍い黄橙色,普通

％ュ

土

Ｐ

覆

香   炉
土師質土器

A〔 14.2〕

B 6.7
C〔 13.0〕

底部から体部片。平底。3足。体部
はわずかに内彎しながら垂直方向に

立ち上がり,日縁部は外反する。口

縁部上端は外側に摘み出されている。

内・外面ナデ。 雲母・石英

スコリア

褐灰色

普通

％２

土

Ｐ

覆

高 台付 碗

磁   器
B(2.1)
D 4.8
E l.0

高台部から底部片。高台部は直線的
にわずかに外に開く。

底部回転ヘラ切り。 灰色

(釉 )灰白色

普通

P213   10%
覆土

器

甕

陶

体部上位から口縁部片。体部から強

く外反して下方に 7 clllほ ど折れた日

縁部は,折 り返し上端から外斜め上
方に向けつけられた隆起帯と相後っ

て幅広い縁荷をなす。

内面ナデ。 灰色

(釉 )灰色

普通

％７９

産

２

滑

土

Ｐ

常

覆

蓋

土師質土器

〔16.6〕

1.6

上面中央部には,円柱の下端がトン
ネル状に穿孔された形態の摘みが付

き,その端も蓋を上下に貫いて穿孔
され,組の通し穴が作られている。

内・外面ナデ。下面黒色処理。 砂粒・長石・石英

雲母

橙色

普通

％０７

産

２

戸

土

Ｐ

瀬

覆

器

皿

磁

B(12)
D 41
E O.6

高台部から底部片。高台部は低く垂

直に付く。

底部回転ヘラ切り。 灰白色

(釉 )灰白色

普通

P214   15%
覆土

器

甕

陶

A〔 190〕

B(8.2)
体部上位から口縁部片。わずかに外

反する体部から続く口縁部は,下方
45度近くまで折れ,日縁部上端は中

央が窪んで先端は上下に分かれる。

口縁部内・外面横ナデ。

(釉 )灰オリーブ色

普通

色灰 P 218    5%
常滑産

覆土

器

鉢

磁

A〔20.2〕

B(81)
底部から口縁部片。高台部欠損。体

部は内彎しながら立ち上がり,日縁
部はわずかに外反する。体部内面は

片彫りによる線描により5分割され
る。日縁部には輪花が認められる。

底部から口縁部にかけて均等に釉が

施されている。

灰色

(釉 )オ リーブ灰色

良好

P 211   45%
覆土

図版番号 器  種 石  質
計  測  値

出上層位
整理

番号
考傭

直径 (cln) 高さ(cm)

第 9図 138 粉挽臼・上臼 安 山 岩 覆上下層 Q3

粉挽臼・下臼 安 山 岩 〔28.7〕 覆上下層 Q4 上面に櫛目状の溝。

粉挽臼・下臼 安 山 岩 〔34.6〕 覆上下層 Q5 上面に櫛目状の濤。

粉挽臼・下臼 安 山 岩 〔34.6〕 覆上下層 Q6 上面に櫛目状の溝。

図版番号 銭 名 国 名 時代 初鋳年代 出土 層 位 整理番号 備 考

第10図 143 皇 宋 通 宝 中  国 宋 覆土 中層 M6 木橋付近より出土。

熙 寧 元 宝 中  国 宋 1068 覆土 中層 M8 木橋付近より出土。

大 観 通 宝 中  国 宋 覆土 中層 M7 木橋付近より出土。

政 和 通 宝 中 国 宋 覆土 中層 M10 木橋付近より出土。

永 楽 通 宝 中  国 明 覆 土 M5

朝 鮮 通 宝 朝 鮮 李 423 覆 土 M9
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凹版番号 器  種
値

出上層位
整理

番号
怖 考

最大長(cln) 最大幅(cm 最大厚(cln 最大高(cm

第12図 153 下   駄 ( 覆上下悟 Vヽ49 一枚の厚板から台と歯を削り出す。歯が下駄の台の長軸

方向と垂直にならない。

下  駄 22.0 覆上下層 W50 台に別作りの歯をはめ込む。歯を収める溝の中にホゾ穴

が穿たれ,差 し歯の木日が台上に現れる。
下  駄 覆上下増 Vヽ51 台に別作りの歯をはめ込む。歯を収める溝の中にホゾ穴

が穿たれ,た し歯の木口が台上に現れる。
下  駄 (5.6) (3.2) 覆土下層 W52 一枚の厚板から台と歯を削り出す。歯が下駄の台の長軸

方向と垂直にならない。

杓  子 (17.6 床面 W%

曲物底部 直径(23.1) 1.2 床面 h116 側面に4か所釘穴と思われる穿IしTR。

図版番号 器  種
計 波Ⅲ 値

出土層位
理

歯，

整

番
備 考

「I径 (cm) 器高(cm) 底径(cm) 高台径(cm 高台高(cn

第13図 159 杭 覆上下層 W28 内外面黒漆塗り。
椀 覆上下層 W33 内外面黒漆塗り。朱漆で模様が描かれる。
椀 〔12.9〕 覆上下層 W53 内外面黒漆塗り。朱漆で模様が描かれる。

第 2号堀 (第 5。 14図 )

位置 調査区の南側で確認。

規模と形状 上幅7.6～ 7.8m,下幅5.9～ 6.2m,深 さ0.5～ 1.lmで ,断面形は「w」 状を呈していて,二重構

造となっている。壁は45°前後の傾斜で立ち上がっている。

方向 ほぼ東西方向を向く。

覆± 7層 から成る。第 1層 はローム中ブロック微量,ロ ーム小ブロック少量,炭化粒子微量含む暗褐色土層

である。第 2層はローム大・中・小ブロック多量,炭化物微量含む褐色土層である。第 3層 はローム粒子微量 ,

炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 4層 はローム粒子を多量に含む褐色土層である。第 5層 はローム粒子

微量,炭化物微量含み極暗褐色土層である。第 6層 はローム粒子多量,炭化粒子少量,焼土粒子微量,砂や礫

多量含む鈍い褐色土層である。第 7層 はローム中ブロック中量,礫少量含む褐色土層である。自然堆積と考え

られる。底面は小さめの礫の間に粘上が入り込んでおり,水が溜まりやすい状態になっている。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 16片・内耳鍋20片・情鉢 1片 ),陶磁器片 (5片 )が出土している。

所見 本跡は伝わっている古地図などから,館の中堀の南側部分と考えられ,出土遺物から15世紀の遺構と思

われる。

0           10cm疋
第14図 第 2号堀出土遺物実測図
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第 2号堀出土遣物観察表

図版番号 器 種 計測値(cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色訓・焼成 備 考

1 土師質土器

鍋耳内 A〔280〕

B(71)
体部から口縁部片。体部,国縁部は

内脅する。日縁部上端は厚みを増し

て器内方向にわずかにせり出す。□

縁部下位 (耳下付け根)外面に指頭
による窪み。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒・石英・長石
雲母

明赤掲色

普通

P297   3%
覆土

内 耳 鍋
土師質土器

A〔 360〕

B(5.5)
体部から日縁部片。体部,口縁部は

内彎する。体部と口縁部の境外面に

段をもつ。日縁部下位(耳下付け根 )

外面に指頭による深い窪み。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・石英 。長石

雲母

鈍い赤掲色

普通

P296   5%
覆土

3

皿

器

深

陶

A〔 26.4)

B(44)
体部から口縁部片。体部はわずかに

内彎しながら口縁部に至る。口縁部

上位内面は段が巡り,幅 l cmほ どの
口縁部上端は中央がやや窪む。

釉は内外面に施されているが,部分
的に主1離 している。

灰白色

(釉 )オ リーブ黄色

普通

P 298    5%
瀬戸産

覆土

第 3号堀 (第 5図 )

位置 調査区の南側,第 2号堀の南側で確認。

規模と形状 上幅7,6～ 8,Om,下幅5.4～ 6.Om,深 さ約0。 7～ 1.25mで ,断面形は「u」 状を呈している。壁

は30°から40°の傾斜で立ち上がっている。

方向 ほぼ東西方向を向く。

覆± 7層 から成る。第 1層 はローム小ブロック微量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量含む暗褐色土層である。

第 2層 はローム中・小ブロック多量,ロ ーム粒子多量,炭化物微量含む褐色土層である。第 3層 はローム粒子

微量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 4層 はローム粒子を多量に含む褐色土層である。第 5層 はロー

ム粒子多量,炭化物少量,砂粒・礫多量含む鈍い褐色土層である。第 6層 はローム粒子多量,砂多量含む灰褐

色土層である。第 7層 はローム粒子少量,礫少量含む暗褐色土層である。第 3・ 4層 は人為堆積,第 5・ 6層

は自然堆積と考えられる。底面は小さめの礫の間に粘上が入り込んで水が溜まり易い状態になっている。

遣物 覆土から土師質土器片 (皿 3片 。内耳鍋 1片 ),瓦 2片が出土している。

所見 本跡は伝わっている古地図などから,館の外堀の南側部分と思われる。

2溝
本遺跡では 3条の溝が確認されている。

第 1号溝 (第 15図 )

位置 調査区の中央部で確認。

規模と形状 上幅約0.5～ 0.6m,深 さ約0.3～ 0.7mで ,断面形は FL/」 状を呈している。

方向 ほぼ東西方向を向く。

覆± 5層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,炭化粒子微量,粘土小ブロック中量含む褐色土層である。第

2層 はローム粒子少量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子多量,粘土ブロック少量含

む褐色土層である。第 4層 はローム小ブロックを少量含む黒褐色土層である。第 5層 はローム粒子を多量に合

む褐色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 。内耳鍋・悟鉢),陶磁器片が出上している。
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第15図 第 1号溝実測・出土遺物実測図(1)
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第16図  第 1号溝出土遺物実測図(2)
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図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 砦 徴 胎土・色調・焼成 備 考

第15図

1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

10.2

32
口縁部一部欠損。九底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒 。長石 。雲母

スコリア

橙色,普通

P302   98%
覆土

2

皿

土師質土器

16.0

3,9

Ａ

Ｂ

底部から口縁部片。九底。体部・口

縁部は緩く内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。日縁部は強い。

ナデ調整のために浅い 2本の溝を成

す。

砂粒・長石 。雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P306   45%
覆土

3

皿

土師質土器

A l1 8

B 3,1
底部から口縁部片。九底。体部はわ

ずかに内彎しながら立ち上がり,日
縁部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。
スコリア

浅黄橙色,普通

砂粒 雲母 P305   55%
覆土

4

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

10,5

2.9

口縁部一部欠損。九底。体部は緩く

内彎しながら立ち上がり,国縁部は

直線的に外傾する。器肉が厚め。

口縁部内・外面,体部内面上位ナデ。 砂粒・長石・石英
雲母・スコリア

灰白色,普通

P 303    90%
胎土に砂を多く合

む,覆土

5

皿

土師質土器

A 89
B 2.8
C 3.8

口縁部微小欠損。平底。体部は緩や

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部はわずかに外反する。底部は突出

気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

色

通

橙

普

P300   98%
覆土

6

内 耳 鉢
土師質土器

A35,1
B(18 4)

底部欠損。体都はわずかに内彎しな

がら立ち上がる。日縁部は厚みを増

し,わずかに外反する。口縁部 (耳
下付け根)内面を段が巡る。 3耳。

口縁部内面,体部内面上位ナデ。 砂粒 。長石・雲母
スコリア

赤色

普通

P314   60%
体部外面低位煤付

着

覆土

7

内 耳 鍋
土師質土器

A350
B162
C 14 0

口縁部一部欠損。平底。体部は直線

的に外傾して立ち上がり,厚みを増
して日縁部に至る。日縁部上端は外

に向けて水平にわずかにせり出す。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒 ,長石・石英

雲母

橙色

普通

P312   75%
外面全体煤付着

覆土

8

内 耳 鍋
土師質土器

A371
B 18.4

C17.6

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,口縁部は厚みを増して
日縁部上端に至る。日縁部 (耳下付

け根)内面を段が巡る。 3耳 6

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母

鈍い橙色

普通

P3■    85%
国縁部内面に

「×」印

覆土

9

内 耳 鍋
土師質土器

A〔 35,7〕

B171
C〔 16,1〕

底部から口縁部片。平底。体部は直

線的に外傾し,厚みをわずかに増し
て口縁部に至る。耳数不明。

口縁部内 。外面,体部内面ナデ。 砂粒・長石・石英
雲母

赤掲色,普通

P316   40%
外面全体煤付着

覆土

瓶

器

花

陶

〔B

C

底部から口縁部片。平底。体部はし

ぼり込むように内彎してから反転し

て円を描くようにして上に続く。

水挽き成形。底部回転糸切り。外面,

は底部を除いて釉が施されている。

内面は一部露胎している。

灰色

(釉 )灰オリーブ色

普通

P216   30%
覆土

滞

器

水

陶

B(75)
C 5,0

底部から体部片。平底。体部は直線

的に外傾して立ち上がり,体都中位
で大きく内彎して日縁部に至る。注

ぎ口,把手欠損。

水挽き成形。底部回転糸切り。外面,

は底部と体部下位を除いて釉が施さ

れている。内面は全体に釉が施され

ている力羽F々 露胎している。

灰色

(釉 )灰オリーブ色

普通

P 326    40%
覆土

皿

器

卸

陶

B 28
C155

低部から体部片。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がる。低部

内面に網目状に櫛目が施されている。

水挽き成形。低都回転糸切り。外面

の低部と体部下位を除いてInが施さ

れている。

灰色

(釉 )オ リーブ灰色

普通

P325    2%
覆土

第16図

13

鍋

土師質土器

A〔 212〕

B(9,4)
体部から口縁部片。体都は内彎し,

日縁部はわずかに外反しながら垂直

方向に立ち上がる。

口縁部外面を調整のための指頭圧痕

が巡る。

砂粒・石英・雲母

スコリア

掲色,普通

P321    5%
体部外面媒付着

覆土

皿

土師質土器

Ａ
一

Ｂ

口縁部部分的に欠損。九底。体部,

口縁部は内彎しながら立ち上がる。

□縁部内・外面ナデ。 雲母・スコリア

浅黄橙色.普通
P 307   70%
覆土

皿

土師質土器

A 83
B 24

底部から口縁部片。九底(平底気味 )

体部は内彎しながら立ち上がり,日
縁部は垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

普通

P 308    60%
覆土

皿

土師質土器

A 77
B 26
C 35

口縁部一部欠損。平底。体部は直線

的に立ち上がり,日縁部はわずかに

内彎する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 ・雲母粒

通

砂

普

P310   95%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質上器

A10.5
B 2.9

底部から口縁部片。九底。体部はわ

ずかに内彎しながら立ち上がり,日
縁部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

淡橙色.普通

P 304    60%
覆土

鉢

器

信

陶

B(47)
Cに 110〕

底部から体都片。体部は直線的に外

傾する。体部内面には6本単位の櫛
目が施されている。

体部内面ナデ。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

鈍い橙色

良好

P324   15%
覆上

指   鉢
土師質土器

A〔 33.4)

B17.9
C〔 14 4〕

体部から口縁部片。体部,日縁部は

直線的に外傾する。日縁部はわずか

に厚みを増す。

口縁部内・外面ナデ。体部内面ナデ。

体部内面には2本単位の櫛目が施さ
れている。

長石・石英・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P320   40%
覆上

内 耳 鍋
土師質土器

A34.4
B160
C 18.0

底部欠損。体部,日縁部はわずかに

内彎しながら立ち上がる。日縁部上

位は厚みを増す。 3耳。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒 。長石・石英
雲母・スコリア

明赤褐色,普通

P315   60%
外面全体媒付着

覆土

所見 本跡は柵列との位置関係や第 1号堀に直交すること,室町時代の土師質土器が多量に出土したことなど

から,館の区画溝と考えられる。

第 1号溝出土遺物観察表
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図版番号 器 種 計測値(cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

内 耳 鍋
上師質土器

A〔 356〕

B 14.2

C〔 17.0〕

底部から口縁部片。体部,「 I縁部は

わずかに内彎しながら立ち上がる。
「1縁部上端は内側にせり出す。

口縁部内・外面。体部内面ナデ。 砂粒・長石・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P317   50%
体部外面薄く煤付

着.覆上
内 耳 鍋
土師質土器

A34.7
B〔 150〕

底部欠損。体部,[]縁部は直線的に

外傾する。

砂粒・雲母

スコリア

橙色,普通

P317   50%
体部外面煤付着

覆土

内 耳 鍋
上師質土器

A〔 360〕

B19.2
C〔 220〕

底部から口縁部片。平底。体部はわ

ずかに内彎しながら立ち上がり,日
縁部との境にくびれをつくり,厚み
を増して日縁部上端に至る。

Ll縁部内・外面。体部内面積ナデ。 砂粒・石英

スコリア

鈍い橙色

普通

P 319   45%
体部外面煤付着

覆土

内 耳 鍋
土師質土器

A〔 357〕

B192
C〔 174〕

底部から回縁部片。体都はわずかに

内彎しながら立ち上がり,日縁部は

直線的に外傾する。国縁部上端は外

側にわずかにせり出す。

口縁都内・外面。体部内面横ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い褐色

普通

P313   60%
体部外面煤付着

覆土

篭

器陶

B(10 2)

C〔 130〕

底部から体部片。体部は外反しなが

ら立ち上がる。

腰部下位ヘラナデ。 長石・石英

スコリア

赤色,普通

P 328   10%
常滑産

覆土

火   鉢
土師質土器

☆〔500〕

B(5.4)
体部から口縁部片。体部はわずかに

内彎しながら口縁部に至る。 2本の

沈線と,粘土貼り付け後竹管で押し
て成形した突起荷と,蕨模様が体部
上位と口縁部を巡る。 .

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・石英・雲母

スコリア

橙色

普通

P323    3%
覆土

図版番号 器  種
計 韻1 値

出土層位
整理

香号
備 考

最大長(cm 最大幅(cm 最大厚 (cnl 最大高(cm

下   駄 2.3 覆上下層 Vヽ46 1枚の材から削り出している。

第 2号溝 (第 17図 )

位置 調査区の中央部で確認。

規模と形状 上幅約2.Om,深 さ約0.6mで ,断面形は「L/」 状を呈している。

方向 ほぼ東西方向を向く。

覆± 8層 から成る。第 1層 はローム粒子を中量含む褐色土層である。第 2層 はローム中ブロック中量,ロ ー

ム粒子多量,炭化物少量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子中量,炭化粒子微量含む暗褐色土層であ

る。第 4層 はローム中ブロック中量,ロ ーム粒子多量,炭化物多量に含む黒褐色土層である。第 5層 はローム

中ブロック中量,ロ ーム粒子多量,炭化粒子微量含む暗褐色土層である。第 6層 はローム中ブロック中量,ロ ー

ム粒子多量,炭化粒子微量含む暗褐色土層である。第 7層 はローム大ブロック多量,ロ ーム粒子多量含む明褐

色土層である。第 8層 はローム大・中ブロック中量,ロ ーム粒子中量,炭化物中量含む掲色土層である。自然

堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿・内耳鍋・情鉢)が多量に出土している。

所見 本跡は柵列との位置関係や第 1号堀に直交すること,室町時代の上師質土器が多量に出土したことなど

から,館の区画溝と考えられ,時期は15世紀と思われる。

第 2号溝出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備 考

第17図

1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁

部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。日縁部径に比して底部径が大き

く器高が低い。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母

橙色

普通

P330   75%
覆土

2

皿

土師質上器

A 7.0
B 2.1
C 4.8

口縁部一部欠損。平底。回縁部は直

線的に外傾する。日縁部径に比して

底部径が大きい。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母

灰白色,普通

P331   95%
覆土中層

皿

土師質土器

A 6.7
B 2.3
C 3.5

平底。体部は膨らみをもってわずか

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・石英・雲母

スコリア

淡黄色,普通

P332   100%
覆土
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第17図 第 2号溝・実測出上遺物実測図



図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

4

皿

土師質土器

A 7.0
B 24
C 33

口縁部一部欠損。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する。体部下位が

やや膨らみをもつ。造りが雑。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・スコリア

淡橙色

普通

P 333    98%
口縁部媒付着

覆土中婚

5

皿

土師質土器

A 68
B 25
C 30

口縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。底部は突出気味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・石英・雲母

スコリア

赤褐色,普通

P 334   850/O

日縁部煤付着

覆土

6

皿

土師質土器

A 71
B 2,7
C 3.0

体都,日縁都一部欠損。平底。体部
はわずかに内彎しながら立ち上がり,
日縁部はわずかに外反する。体部下

位外面が膨らむ。

水携き成形。底部回転糸切り。 雲母・スコリア

橙色

普通

P335   70%
覆土

7

皿

上師質土器

A 66
B 2.5
C 3.1

日縁部一部欠損。平底。体部,日縁
部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・雲母

スコリア

橙色,普通

P 386    80%
覆土

8

高 台 付 碗

陶   器
Ｂ

Ｃ

32)
5.1)

高台部から体部片。平底。高台部は

短く垂直に着く。体部はわずかに内

彎しながら立ち上がる。

底部回転糸切り。底部から体部下位

内面には釉が施されている。外面は

露胎している。付け高台。

灰白色

(釉 )浅黄色

普通

P 346   15%
瀬戸灰釉平碗

覆土

9

情   鉢
土師質土器

C〔 lユ .3〕 底部から体部片。平底。体部はわず

かに外傾しながら立ち上がる。

体部内面には5本単位の櫛目が施さ
れている。

砂粒 。長石・石英

雲母

褐灰色,普通

P342    5%
覆土

楯   鉢
土師質土器

A〔 8.8〕

B(3.4)
底部から体部片。平底。体部は外傾
しながら立ち上がる。

体部内面には 1本単位の櫛目が疎に

施されている。

砂粒 '長石・石英

スコリア

明赤褐色,普通

P344   5%
覆土

高 台 付 碗

陶   器
B(9.0)
C〔 2.7〕

高台部から体部片。平底。高台部は

短い三角高台。体部はわずかに内彎

しながら立ち上がる。

底部内面に灰釉が施される。 灰色

(釉 )オ リーブ灰色

普通

P 347    5%
瀬戸灰釉碗

覆土

内 耳 鍋
土師質土器

A〔 28 9〕

B(114)
底部から口縁部片。平底。体部,日
縁部はわずかに内彎する。器肉が薄
い。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石 。石英

雲母

鈍い赤褐色,普通

％３

土

Ｐ

覆

内 耳 鍋
土師質土器

A〔 22 2〕

B(45)
口縁部片。口縁部はわずかに内彎す

る。耳部は比較的小さめである。

口縁部内面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

赤褐色,普通

P 340   10%
覆土

内 耳 銅
土師質土器

A〔 344〕

B131
C(16.2)

底部から口縁都片。平底。体部,日
縁部は直線的に外傾する。国縁部上

端は内側に向かってややせり出す。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い赤褐色,普通

P 337    40%
覆上

火   鉢
土師質土器

B129
D370
E 63

脚部から体部片。脚部はわずかに内

彎しながら外に開く。脚部外面には

ヘラ先状のものでつけた 2本の沈潜
が施されている。体部は内彎しなが

ら立ち上がる。

体部,底部内面ナデ。 砂粒 。長石・石英

雲母

褐灰色

普通

P345   10%
覆土

内 耳 銅
土師質土器

A〔 320〕

B(6,0)
口縁部片。口縁部はわずかに内彎す

る。口縁部上端は厚みを増して内側

にわずかにせり出す。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒 。雲母

スコリア

橙色.普通

P341   5%
覆土

第 3号溝 (第 5図 )

位置 調査区の南端部で確認。第 2号堀と第 3号堀との間に位置する。

規模と形状 上幅1.10m～ 1.20m,深 さ約0,70mで ,断面形は Fw」 状を呈している。

方向 ほぼ東西方向を向く。

覆± 7層 から成る。第 1層 はローム小ブロック微量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量含む暗掲色土層である。

第 2層 はローム中 。小ブロック多量,ロ ーム粒子多量,炭化物微量含む褐色土層である。第 3層 はローム粒子

微量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 4層 はローム粒子多量,粘土粒子多量,砂粒多量含む褐色土層

である。第 5層 はローム粒子多量,炭化物少量,砂粒・礫多量含む鈍い褐色土層である。第 6層 はローム粒子

を少量含む灰褐色の粘土層である。第 7層 はローム粒子を少量含む暗褐色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 遺物は出土していない。

所見 本跡は第 2。 3号堀と平行していることから,それらと関わりのある施設で,同時期の構築物と考えら

れるが,性格は不明である。
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3 掘立柱建物跡
本遺跡では4棟の掘立柱建物跡が確認されている。

第 1号掘立柱建物跡 (第 18図 )

位置 調査区の北寄り,第 1号溝 (SD-5)の北側,B2eo区 を中心に確認。

規模 遺構が調査区外まで伸びているので東西の関数は確認できない。南北 2間。柱間寸法は,桁行1.5m～
2.Om,梁行き2.5mである。柱穴の深さは30～40cmである。

長軸方向 N-88° 一 E。

覆土 不明

遺物 柱穴から,土師質土器片 (皿 6片・内耳鍋 1片・情鉢 3片・甕 1片 )が出上している。
所見 長軸方向が第 1号溝と平行であり,第 1号掘と直行する位置関係にあることから,建物の 1つであった

と考えられる。

_旦上1&3m

0               2m

01

第18図 第 1号掘立柱建物跡・実測図
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第 2号掘立柱建物跡 (第 19図 )

位置 調査区の北寄り,第 1号溝 (SD-5)の南側,B2h9区 を中心に確認。

規模 東西 1間 ,南北 3間。柱間寸法は,桁行2.2m～ 2.3m,梁 行き2,3m～ 3.3mで ,柱穴の深さは0.3m～

1.Omである。ピット2か所から,根堅めに用いたと思われる20cll大の石が出土している。

長軸方向 N-8°一E。

覆土 不明

A13.8m

0               2m

第19図 第 2号掘立柱建物跡 。実測図
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遺物 柱穴から土師質土器片 (皿 15片 。内耳鍋 7片・鉢 1片 )が出土している。
所見 建物の長軸方向は第 1・ 第 2号溝,第 1号柵列と直行し,第 1号堀や第 2号柵列と平行な位置関係にあ
ることから,堀や柵列と同時期に存在したものと考えられる。

第 3号掘立柱建物跡 (第 20。 21図 )

位置 調査区の中央部,第 2号溝 (SD-6)の北側,C2a8区 を中心に確認。
規模 東西 3間 ,南北 2間の建物で,柱間寸法は桁行き1.Omか ら2.9m,梁行2.2～ 2.5mである。柱穴の深さ
は30～ 50cmで在る。

長軸方向 N-82° 一E。

覆土 不明

遺物 柱穴から土師質土器片 (皿 1片 。内耳鍋 8片・情鉢 1片 )が出上している。
所見 建物は長軸が第 2号溝と平行で,第 1号堀と直行する形で位置していることから,こ の堀や溝と同じ時
期に存在したものと考えられる。

第 4号掘立柱建物跡 (第21図 )

位置 調査区の北寄り,第 2号溝 (SD-6)の北側,C2a9区 を中心に確認。
規模 東西 3間 ,南北 1間の建物で,柱間寸法は桁行2.0～ 2,7m,梁行3.8mほ どである。柱穴の深さは40～
60cmで ある。

長軸方向 N-80° 一E。

覆土 不明

所見 本跡は第 3号掘立柱建物跡と位置が重複している。この建物跡も堀や溝,柵列との位置関係から同時期
と考えられる。

F
―――-13.8m

0               2m

第20図 第 3号掘立柱建物跡・実測図
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第21図 第 3・ 4号掘立柱建物跡 。実測図



4柵  列

第1号相列 (第 22図 )

A

A亀 3m

塩

い
|

¨

:~

0            4m

第22図 第 1 ・ 2号梧列実測図
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位置 調査区中央北寄り,第 1号溝 (SD-5)と 第 2号溝 (SD-6)の 間で確認。

規模 直線上に, 6か所のピット (Pl～ P6)が確認された。柱間の寸法は1,Omか ら2.Omで ,西に向かっ

て伸びている。

方向 N-86°―W。

覆土 不明

所見 本跡は 1本柱のもので,第 1号溝 (SD-5)と 第 2号溝 (SD-6)に平行に,第 1号堀 (SD-1)に直

交するように構築されている。また,第 2号柵列とも直交するように位置している。これらの溝や堀,柵列に

囲まれるように,第 2号～第 4号掘立柱建物跡が配置されており,こ れらは同じ時期に機能していたものと思

われる。

第 2号柵列 (第 22図 )

位置 調査区の中央部,平行に走る第 1号溝 (SD-5)と 第 2号溝 (SD-6)と直角に間を繋ぐ形で位置する。

第 1号溝 (SD-5)と 第 2号溝 (SD-6)と 第 2号柵列が取 り囲むように第 2号～第 4号掘立柱建物跡が確認

されている。

規模 直線上に10か所のピット (Pl～ P10)が確認されている。柱間の寸法は1.ユ m～3,9mで,北から南ヘ

伸びている。

方向 N-3°一E。

覆土 不明

所見 本跡は,第 1号堀に平行に,第 2号～第 4号掘立柱建物跡の前面に位置していることから,こ れらと同

じ時期に機能していたものと考えられる。

5土  坑
小泉館跡では,調査区全域で111基の土坑が確認されている。土坑は形や大きさ,出土する遺物の数や種類

なども様々である。上坑の分布状況を見ると,密に存在するのは第 1号溝と第 2号溝が平行して並ぶ周辺で,

この地区の上坑は壁の立ち上がりや床面の形状がしっかりしていて,遺物を伴うものが多い。

ここでは,遺物の出土した土坑について解説を加え,その他の上坑については一覧表にまとめ,実測図を示

した。

第 3号土坑 (第 23図 )

位置 調査区の北側,A3g5区 を中心に確認。

規模と平面形 長径0.70m,短径0.65mの円形で,深さは0,40mである。

長径方向 N-81°一E。

壁面 内彎しながら立ち上がる。

底面 皿状である。

覆土 黒色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 8片・内耳鍋 4片・甕 1片・悟鉢 1片 )が出土している。皿 8片は九底皿片。

所見 時期,性格は不明である。
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全二13・4m      一―一

2m

第23図 第 3号土坑実測出土遺物・実測図

第 3号土坑出土遺物観察表

0              1ocm

図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第23図

1

馬   釘
土師質土添

A〔 270〕

B(10.5)

体部から日縁部片。体部は直線的に

外傾して立ち上がり,日縁部はわず
かに外反する。日縁部上端は厚みを

増して器内方向へせり出している。

体部内・外面ナデ。体部内面には 4

本単位の櫛目が施されている。

砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

鈍い黄橙色

普通

P  2   10%
覆土

2

内 耳 鍋
土師質土器

B(7.1) 口縁部片。口縁部は内彎しながら立
ち上がる。日縁部(耳下付け根外面 )

に指頭圧痕による窪みが見られる。

日縁部内・外面ナデ。 砂粒 。長石・雲母
スコリア

鈍い橙色,普通

P  1    5%
外面全体煤付着

覆土

第 6号土坑 (第 24図 )

位置 調査区の北側,A3g4区を中心に確認。

規模と平面形 長径6.50m,短径3.15mの不整楕円形で,深さは0.80mで ある。

長径方向 N-66° 一 E。

壁面 内彎しながら立ち上がる。

底面 凹状である。

覆土 暗褐色上で自然堆積と考えられる。

造物 覆土から土師質土器片 (皿 1片 。内耳鍋 3片・甕 1片 )が出土している。皿 1片は平底皿片。
所見 出土遺物から15世紀の遺構と考えられる。

第 6号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cH) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考
第24図

1

皿

土師質土器

底部から体部片。平底。体部は内彎

しながら立ち上がる。底部は突出気

味。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒 。長石

灰黄褐色

普通

P  3   50%
覆土上層

-40-



0              10cm

A

―全二13.4m

0               2m

第24図 第 6号土坑実測図・出上遺物実測図

第 8号土坑 (第 25図 )

位置 調査区の北側,A3c4区 を中心に確認。

規模と平面形 長径5。 45m,短径2.30mの不整楕円形で,深さは0。 85mである。

長径方向 N-12° 一E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 6層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,粘土小ブロック少量含む黒褐色土層である。第 2層 は粘土中
。大ブロックを中量含む黒褐色上層である。第 3層 は粘土粒子を多量に含む黒掲色土層である。第 4層 は粘土

粒子を中量含む黒褐色土層である。第 5層 は粘土ブロックを少量含む黒色土層である。第 6層 は粘土中ブロッ

クを中量含む黒褐色土層である。主に第 5層 から遺物が出上している。人為堆積と考えられる。

遺物 覆上下層から土師質土器片 (皿45片 ),常滑陶器片 (甕 2片 ),瀬戸陶器片 (碗 1片・花瓶 1片 ),木

製椀片 (1片 )が出上している。皿45片 はほとんどが九底皿片である。

第 8号土坑出土遣物観察表

図版番号 器 種 計測値(tm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考
図２５

１

第 皿

土師質土番

Ａ

Ｂ

14.2

45
日縁部一部欠損。九底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がる。口縁

部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。底部,体部内
面ナデ。

砂粒・長石・石英

雲母
楊 仁  普 桶

P 4   75%
覆土上層
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所見 丸底皿片の出土状況から, 13～ 14世紀の遺構と考えられるが, 性格は不明である。

キIQ

翠キヤ
°

0              10cm

=全
生13.6m

0               2m

第25図 第 8号土坑実測図・出土遺物実測図

図版番号 器 種 計測値(cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 砦 徴 胎土・色調・焼成 備   考

2

皿

土師質土器

A〔 10.5〕

B 2.9
底部から口縁部片。九底。体部は内

彎しながら立ち上がり,日縁部は直
線的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。体部内面ナデ。 砂粒 。長石・石英

雲母

鈍い橙色,普通

P  5   50%
覆土中層

3

皿

土師質土器

A 10.8

B 3.1
底部から口縁部片。丸底。体部は内

彎しながら立ち上がり,口縁部は直
線的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。体部内面ナデ。 砂粒 。長石・雲母

スコリア

灰白色.普通

P  6   60%
覆土下層

4

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

日縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部はわず
かに外反する。

口縁部内・外面ナデ。体部内・外面

ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

浅黄橙色,普通

P 7   95%
覆土中層

5

皿

土師質土器

A ll.1

B 2.5
回縁部一部欠損。丸底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。体部内面ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

浅黄橙色,普通

P  8   90%
日縁部煤付着

覆土

6

瓶

器

花

陶

B( 底部から胴部片。平底。胴部下位は

内傾したのち外彎する。

水挽きロクロ成形。底部回転糸切り。 灰白色

(釉 )オ リーブ灰色

良好

P  9   10%
瀬戸産

覆土

-42-



第12号土坑 (第 26図 )

位置 調査区の北側, B3d3区を中心に確認。

規模と平面形 長径 0,95m,短径0,80mの ほぼ円形で,深さは 0.45mである。

長径方向 N-88° ―E。

壁面 外傾しながら立ち上がる。

底面 平坦である。

看土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土下層から土師質土器片 (皿 16片 )が出上している。

所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と思われる。

Q柏

止≪三渤_
引   口|

A134m       
――

2

~6
0              1ocmm

第26図 第12号土坑実測図・出土遺物実測図

第12号土坑遣物観察表

図版番号 器 種 計測値(cl l) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調・焼成 備   考
図２６

１

第 皿

土師質土器

A ll.4

B 2.4
口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。

日縁部内 ,外面ナデ。体部,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・石英

スコリア

溝 苦 沿 仕  普 桶

P 18   95%
覆土

皿

土師質土器

A ll.6

B 3.2
丸底。体部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。体部,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

スコリア

鈍い責橙色.普通

P 19   100%
口縁部煤付着

覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

底部から口縁部片。九底。体部は内

彎しながら立ち上がり,日縁部はわ

ずかに外反する。

口縁部内・外面ナデ。体部,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

鈍い黄橙色,普通

P 20    70%
覆土

4

皿

土師質土器

A ll.4

B 3.6
底部から口縁部片。九底。体部は内

彎しながら立ち上がり,日縁部は直
線的に外傾する。

日縁部内・外面ナデ。体部,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

浅黄橙色,普通

P 21   55%
覆土

5

皿

土師質土器

A 6.8
B l.8

口縁部一部欠損。九底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,口縁

部は垂直に近い角度で立ち上がる。

口縁部内 。外面ナデ。体都,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

灰白色,普通

P 22   80%
底部,体部内面に
墨書,覆土

皿

土師質土器

8.0

2.3

丸底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。大

きさに比して厚みがある。

日縁部内・外面ナデ。体部,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

スコリア

溝 昔 搭 色  普 桶

P 23   100%
国縁部煤付着

覆土

第13号土坑 (第 27図 )

位置 調査区の北側,B3c3区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.50m,短径0.90mの楕円形で,深さは0。 90mである。

長径方向 N-18°―E。

壁面 垂直に立ち上がる。
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札

底面 皿状である。

覆± 5層から成る。第 1層 は粘土粒子を微量含む黒褐色土層である。第 2層 は炭化物少量,粘土小 。中ブロッ

ク多量含む黒褐色土層である。第 3層 は粘土小ブロックを少量含む黒褐色土層である。第 4層 は粘土小・中ブ

ロック多量,砂粒少量含む黒褐色土層である。第 5層 は粘土中 。大ブロックを中量含む黒褐色土層である。下

層は自然堆積で,上層はロームプロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 7片 。内耳鍋 6片 )が出土している。皿 7片 は丸底皿片。
所見 時期,性格は不明である。

第27図 第13号土坑実測図・出土遺物実測図

第13号土坑遺物観察表

第18号土坑 (第 28図 )

位置 調査区の北側,B3d2区を中心に確認。

規模と平面形 長径1,95m,短径1.76mのほぼ円形で,深さは1.10mである。
長径方向 N-20° 一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆± 8層 から成る。第 1層 はローム粒子中量,粘土小プロック中量,粘土大ブロック少量含む黒褐色土層で

ある。第 2層 は粘土粒子中量,砂粒少量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子少量,粘土小ブロック少

量含む黒褐色土層である。第 4層 は粘土小ブロック少量,粘土中ブロック微量含む黒褐色土層である。第 5層

|   ○  |     |・

A

>

ｇ
寸
．０
イ
冽
判
Ｉ

口
|

図版番号 器 種 計測値(cH) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図２７

１

第 皿

土師質土器

A 7.8
B l.2 大

底部から口縁部片。九底。体部,

縁部は内彎しながら立ち上がる。

きさに比して器肉が厚い。

回 口縁部内・外面ナデ。体部,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母
スコリア

灰黄色,普通

P 24   45%
覆土

第28図 第18号土坑実測図・出土遺物実測図
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は粘土中・大ブロック中量含む黒掲色土層である。第 6層 は粘土粒子多量,黒褐色プロックを少量含む灰オリー

ブ色土層である。第 7層 は粘土中ブロック少量含む黒褐色土層である。第 8層 は粘土粒子を多量に含む灰色土

層である。粘土のブロックが見られることから,人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 8片・内耳鍋 3片 )が出土している。皿 8片は丸底皿片。

所見 時期 。性格は不明である。

第19号土坑 (第 29図 )

位置 調査区の北側,B3e3区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.72m,短径1.56mのほぼ円形で,深さは1.28mである。

長径方向 N-15°一E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆± 8層 から成る。第 1層 は焼上の大 。中ブロックを多量に含む褐灰色土層である。第 2層 はローム粒子微

量,焼土小ブロック少量含む黒褐色土層である。第 3層 は焼土小ブロック少量,粘土中ブロック少量含む黒褐

色土層である。第 4層 は粘土の中ブロックを中量含む褐灰色土層である。第 5層 は粘土の大ブロックを多量に

含む黒褐色土層である。第 6層 は灰色の粘土層である。第 7層 は粘土の大ブロックを多量に含むオリーブ灰色

土層である。第 8層 は灰色の砂層である。粘土ブロックが見られることから,人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 1片 。悟鉢 1)が出土している。皿 1片 は九底皿片。

所見 時期,性格は不明である。
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第29図 第19号土坑実測図

0               2m

第22号土坑 (第 30図 )

位置 調査区の北側, B3di区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.43m,短径1,25mの楕円形で,深さは0.85mで ある。

長径方向 N-35°―W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 ロームブロック混じりの黒褐色土で,人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 18片 ・甕 1片 ),陶器片 (1片 )が出土している。また,覆土上層から20帥

大の礫と木片,下層から多数の礫が出土している。皿18片 はほとんど丸底皿片。
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所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と考えられる。形状 ,
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第22号                 ~

第22号土坑実測・出土追物実測図

土坑出土遺物観察表

上⑤
tl

第31図 第23号土坑実測図

遺物の出土状況から墓壊と思われる。

0              10cm

第23号土坑 (第 31図 )

位置 調査区の北側,B3el区 を中心に確認。

規模と平面形 長径 0.82m,短径0,78mの円形で,深さは0。 98mである。

長径方向 N-19°  E。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 皿状である。

覆± 4層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,粘土小ブロック小量含む黒褐色土層である。第 2層 は粘土大

ブロック中量,粘土小ブロック少量含む黒褐色土層である。第 3層 は炭化粒子少量,粘土小ブロック少量含む

黒色土層である。第 4層 は粘土の大 。中プロックを少量含む黒色土層である。粘土ブロックがみられることか

ら,人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 4片・内耳鍋 1片 )が出上している。皿 4片 は九底皿片。

所見 時期,性格は不明である。

Ｅ
せ
．０
イ

´
―
刊
‐ 0               2m

図版番号 器  種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図３０

１

第 皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

12.ユ

3.8

底部から口縁部片。平底。体部,日
縁部は内督しながら立ち上がる。

日縁部内・外面横ナデ。体部内面ナ

デ 。

砂粒・長石・雲母

橙色,普通
P 49    85%
覆土

2

皿

土師質土器

A 8.0
B 2.1

九底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。体部内面ナデ。 砂粒 。長石 。石英

雲母.橙色、普通
P 50   100%
愛土

3

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

体部から口縁部一部欠損。九底。体

都はわずかに内彎しながら立ち上が

り,口縁部は垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。体部内面ナデ。 砂粒 。長石

スコリア

橙色,普通

P  51

覆土

90%

4

皿

土師質土器

7.7

1.9

Ａ

Ｂ

体部から口縁部一部欠損。丸底。体

部はわずかに内彎しながら立ち上が

り,口縁部は垂直に立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。体部,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・石英

スコリア

橙色.普通

P 52    60%
覆土

毛 02
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第26号土坑 (第 32図 )

位置 調査区の北側, B3f2区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.92m,短径1,78mのほぼ円形で,深 さは0.35mで ある。

長径方向 N-24°―W。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 3層 から成る。第 1層 はローム粒子微量,焼土粒子微量含む黒色土層である。第 2層 はローム粒子少量 ,

焼土粒子微量含む黒掲色土層である。第 3層 は焼土粒子微量,粘土粒子中量,粘土小ブロック少量含む黒褐色

土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 4片 )が出土している。皿 4片は九底皿片。

所見 時期,性格は不明である。
�

l

0              10cm

=全=13.4m

口
|

0

第32図 第26号土坑実測・出土遺物実測図

第26号土坑出土遺物観察表

第34号土坑 (第 33図 )

位置 調査区の中央部,B2fo区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.16m,短径0。 80mの不整円形で,深さは1.50mで ある。

長径方向 N-29° 一W。

壁面 ほぼ垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆土 黒色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質上器片 (皿 7片・内耳鍋10片 ),瓦片 (1片 )が出土している。皿 7片は丸底皿片。

所見 時期,性格は不明である。

図版番号 器 種 計測値(伽 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第32図

1

郭

器釧
師
高

上

A 164
B 5.8

底部から口縁部片。高台部は剖離欠

損。平底。体部は内彎しながら緩や

かに立ち上がり,日縁部上位でわず
かに外反する。

口縁部,体部内・外面横ナデ。内面
縦位のヘラ磨き。底部ヘラ切り後底

部上位ヘラ削り。内面黒色処理。

長石・石英・雲母
スコリア

鈍い掲色

普通

P  55      45%

覆土
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|

第33図 第34号土坑実測・出土遺物実測図

第34号土坑出土遺物観察表

0              1ocm

第35号土坑 (第 34図 )

位置 調査区の中央部,B2fo区 を中心に確認。

規模と平面形 長径0.82m,短径0.50mの不整円形で,深さは0.78mで ある。第 1号地下式娠と隣接する。
長径方向 N-30°一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 ユ片)が出土している。皿 1片 は平底皿片。

⑭

編
将
引

る
　

―
―

あで

翔
①

格性期
　
‐
―

時見所

0              2m

0              10cm

ｇ
。
Ｓ

Ｔ

Ｊ

刊

七

一
⑤

く‐

二

0               2m

図版番号 器  種
計 値

出土層位
整理

番号
備 考

最大長 (cm) 最大幅(cm 最大厚(cm 最大高(cm

第33図 1 下  駄 2.3 覆上下層 W48 台に別作りの歯をはめ込む。歯を収めるのに溝の中にホ

ゾ穴が穿たれ,差 し歯の木日が台上に現れる。

第34図 第35号土坑実測 。出土遺物実測図
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第35号土坑出土遺物観察表

凹版番号 器 種 計測値(cH 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第34図

1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

11.1

2.9

6.4

II縁部微小欠損。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部は直線的に外傾する。底部は突出
生映^

日縁部,体部内・外面積ナデ。底部
回転糸切り。

砂粒・長石・雲Iチ

スコリア

橙色

普通

P 75   99%
渡土

第36号土坑 (第 35図 )

位置 調査区の中央部, B3g2区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.30m,短径1.28mの円形で,深 さは0.96mで ある。

長径方向 N-45°―W。

壁面 外傾しながら立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆± 3層 から成る。 1層 はローム粒子中量,粘土小ブロック中量,焼土小ブロック中量,炭化物微量含む黒

色土の層である。 2層 はローム粒子中量,粘土小ブロック多量含む黒褐色土の層である。 3層 は黒褐色上を少

量含む粘土層で色は橙色である。自然堆積と考えられる。

遺物 最下層の第 3層 から土師器片 (高台付lTA 4片 ),中・上層から土師質土器片 (皿 21片・鉢 4片 ),覆土

から青磁片 (碗 1片 )が出土した。自然堆積と考えられる。皿片はほとんど九底皿片である。

所見 出土遺物から,平安時代に掘られた土坑が埋没してゆく過程で,土師質土器片が流れ込んだものと考え

られる。性格は不明である。

七ψ ①

Al.6m           
―

0

づ

ノ 3

0              1ocm

第35図 第36号土坑実測・出土遺物実測図
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第36号土坑出土遺物観察表

μl版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 料 微 手 法 の 特 徴 肝ュ土・色調・焼成 備 考
３５

‐

林

器

台

Ｒ

一尚

土

A14.2
B 6.2
D 7.8
E l,7

体部からH縁部一部欠11。 高台は短
く外彎しながら開く。体部はわずか

に内彎しながら立ち Lが り,H縁都
はわずかに外反する。

水挽成形。体部,日縁部内・外面横ナ

デ。底部内面ヘラ麻き。内面全体巣

色処理

砂粒・長石・石英

芸子サ

鈍い橙色

常通

P 76   85%
覆土

2

鉢

土師質土務

A〔 26

B 16

C〔 16

底部から11縁部片。平底。体謝
`は

わ

ずかに内彎しながら立ち上がる。日

縁部上位はわずかに外lkす る。

II縁部内・外面ナデ。底部,体部内
面ヘラナデ。

砂粒 。長石・石英

要1ザ・スコリア

鈍い橙色,普通

P 77   35%
体部外面煤付斎

覆土上層

3

鉢

磁青

A〔 9,7〕

B(4.6)
体都片。体部は内彎する。 褐灰色

(釉 )灰オリーブ色

普通

P 78    5%
器面全体に均等に

施釉,覆土

第41号土坑 (第 36図 )

位置 調査区の中央部, B2g9区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.19m,短径0,96mの ほぼ円形で,深 さは1.46mで ある。

長径方向 N-4°― E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒色上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 17片・内耳鍋 2片・情鉢 1片 )が出土 している。丸底・平底皿片が混じる。

所見 時期,性格は不明である。

上《§〉》
口

|

A13.8m

七 h。

第36図 第41号土坑実測・出土遺物実測図

第41号土坑出土遣物観察表

0              1ocm

① l

山
|

0              2m

図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備 考

]

皿

土師質土器

A107
B 30

底部から口縁部片。九底。体部,日
縁部はわずかに内彎しながら立ち上

がる。

回縁部内・外面ナデ。 雲母・スコリア

鈍い橙色

普 i爵

P 79   70%
覆土

2

積   斜
土師質上添

A〔 26.8〕

B 133
体部から四縁部片。体部は内彎し,

日縁部は外反する。口縁部上端はわ

ずかに内側にせり出す。

四縁部内・外面ナデ。体部内面ヘラ

ナデ。体部内面に9本単位の櫛目が

施されている。

砂粒 。長石・石英

雲母

灰責褐色.普通

P 80    20%
覆土

-50-



第42号土坑 (第 37図 )

位置 調査区の中央部,B2g9区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1,30m,短径1.00mの不整楕円形で,深 さは0.85mで ある。

長径方向 N-14°―W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 6層 から成る。第 1層 はローム粒子微量,焼土粒子微量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム粒子 ,

焼土粒子,炭化粒子微量含む極暗掲色土層である。第 3層 はローム粒子少量,ロ ーム小ブロック少量含む黒色

土層である。第 4層 はローム粒子微量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 5層 はローム粒子多量,炭化

粒子微量含む褐色土層である。第 6層 はローム粒子を多量に含む褐色土層である。人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 3片・内耳鍋 1片 )と ,礫が多量に出土している。皿 3片 は九底皿片。

所見 時期,性格は不明である。

ヽ l①

く
|い  ヽ く

0              10Cm

0               2m

第37図 第42号土坑実測・出土遺物実測図

第42号土坑出土遣物観察表

第47号土坑 (第 38図 )

位置 調査区の中央部,B2ho区 を中心に確認。

規模と平面形 長径0.98m,短径0.65mの不整楕円形で,深さは1.20mである。

長径方向 N-7°一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒褐色土で,自 然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 6片・内耳鍋 3片・橋鉢32片 )が出土している。皿 6片は丸底皿片。

所見 時期,性格は不明である。

図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

第37図

1

皿

土師質土器

Ａ

一Ｂ

口縁部一部欠損。九底。体部は緩や

かに内彎しながら立ち上がり,L]縁
部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

スコリア

沐搭Th 普桶

P 81   90%
覆土
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第48号土坑 (第 39図 )

位置 調査区の中央部, B3i

規模と平面形 長径2.25m,

長径方向 N-71°一E。

壁面 外傾して立ち上がる。

0キ

第39図 第48号土坑実測

I・

' S‐
堵

A

A_13.6m

第38図 第47号土坑実測・出土遺物実測図

第47号土坑出土遺物観察表

1区 を中心に確認。

短径0.60mの不整楕円形で,深さは0.40mで ある。

0              1ocm

0              2m

A可
36m

Ａ一一Ｂ
01

出土遺物実測図

図版番号 器 種 計測値(cll) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

l

内 耳 鍋
土師質土器

A411.7

B17.3
C20,1

日縁部一部欠損。 4耳。平底。体部
はわずかに内彎しながら立ち上がる。

日縁部は外側に膨らむ6

日縁部内・外面ナデ。体部外面縦位
のヘラナデ。

砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

鈍い橙色,普通

P 82   95%
外面煤付着

覆土

2

情   鉢
土師質土器

A340
B ll.0

体部から口縁部片。体都中位はわず

かに内彎し,体部上位は外反する。
日縁部は厚み増してわずかに内彎す

る。

口縁部内・外面ナデ。体部内面には

4本単位の櫛目が施されている。
砂粒・石英・雲母
スコリア

鈍い橙色  H
普通

P 83    20%
覆土
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覆± 2層から成る。第 1層 はローム粒子微量,炭化物微量,焼土粒子微量含む暗褐色土層である。第 2層 は

ローム粒子を多量に含む明褐色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 2片 )が出土している。

所見 時期,性格は不明である。

第51号土坑 (第40図 )

位置 調査区の中央部, B2jO区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.40m,短径1.15mの不定形で,深さは0.35mで ある。

長径方向 N-36°一 E。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 3層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,炭化粒子微量含む暗褐色土層である。第 2層 はローム粒子を

微量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量含む褐色土層である。自然堆積

と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 1片 )が出上している。

所見 時期,性格は不明である。

0               2m

出土遺物実測図

聖全=13.8m            ―一―

第40図 第51号土坑実測 。

第51号土坑出土遺物観察表

第52号土坑 (第 41図 )

位置 調査区の中央都, B駒 8区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1,25m,短径1.05mの不定形で,深さは0,85mで ある。

長径方向 N-51° 一E。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ,色調・焼成 備   考
図４０

１

第 皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

12.2

36
丸底。底部外面にヘラ状の物で描い

た「χ」型紋様。体部は内彎しなが

ら立ち上がる。口縁部上端の平面形

`鉤
円形に近い。

底都・体部内面,日縁部内・外面ナ

デ 。

砂粒・長石・雲母

淡赤橙色

普通

P  84

覆土

100%
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覆± 3層 から成る。第 1層 はローム粒子微量,焼土粒子微量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム粒子少

量,ロ ーム小ブロック少量,炭化物微量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子少量,ロ ーム中ブロック

少量,焼土粒子微量含む極暗褐色土層である。床面近くから石,最下層の第 3層 から底部を穿孔された皿を含

む土師質土器片が出上した。人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 11片・内耳鍋 1片 ),礫 (27)が出土している。皿11片はほとんど九底皿片。
所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と考えられる。遺物の出土状況から墓壊と思われる。

第41図 第52号土坑実測・出土追物実測図

第52号土坑出土遺物観察表

∃ フ

0           10cm

0           10cm

第53号土坑 (第 42図 )

位置 調査区の中央部,B豹 7区 を中心に確認。

規模と平面形 長径2.30m,短径1.44mの不整長方形で,深さは0,92mで ある。

長径方向 N-82°一E。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 皿状である。

覆± 2層 から成る。第 1層 はローム小ブロック多量,ロ ーム中ブロック多量,粘土ブロック多量含む黒褐色

土層である。第 2層 は粘土ブロック多量,砂粒少量含む黒色土層である。多量の粘土ブロックが確認できるこ

とから人為堆積と考えられる。

図版番号 器 種 計測値(cm〕 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第41図

1

皿

土師質土器

A 6.0
B l.6
C 2.8

底部から口縁部片。平底。底部は穿

孔されている。体部は内彎しながら

立ち上がり,日縁部は直線的に外傾
する。

水挽成形。底部回転糸切つ。 砂粒・長石 。雲母

鈍い橙色

普通

P 85   35%
覆土

第42図 第53号土坑実測 。出土遺物実測図
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遺物 覆土から土師質土器片 (皿 5片 。内耳鍋 1片 )が出土している。皿 5片 は九底皿片。

所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と考えられるが,性格は不明である。

第53号土坑出土遺物観察表

田版番号 器 種 計把‖布古

`

器 形 の 時 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
珂４２

１

第 皿

上師質土器

Ａ

Ｂ

7.8

2.0

11縁部一部欠損。九底。体部,日縁

部は内彎しながら立ち上がる。底部,

体部外面にヘラ状の物で数本の細い

線が刻まれている。

H縁部内・外面,体部内面ナデ。 妻iy,ス コリア
鈍い橙色

良好

P 86   98%
覆土

第54号土坑 (第 43図 )

位置 調査区の中央部,C2a7区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.06m,短径0.84mの不定形で,深さは0.58mで ある。

長径方向 N-56°一W。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 皿状である。

覆± 7層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,ロ ーム中ブロック少量,炭化物微量含む黒褐色土層である。

第 2層 はローム粒子微量,粘土ブロック少量,焼土粒子微量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子少量 ,

粘土ブロック少量含む黒褐色土層である。第 4層 は粘土ブロックを中量含む黒褐色土層である。第 5層 は粘土

ブロックを多量に含む黒褐色土層である。第 6層 は粘土小ブロック少量,粘土中ブロック中量含む黒褐色土層

である。第 7層 はローム小プロック少量,粘土中ブロック中量含む黒褐色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 4片 )が出上している。

所見 時期,性格は不明である。

北 ,

0           10cm

第43図 第54号土坑実測・出土退物実測図

第54号土坑出土遺物観察表

第56号土坑 (第44図 )

位置 調査区の中央部, C2b7区 を中心に確認。

規模と平面形 長径0。 95m,短径0.85mの ほぼ円形で,深さは0,85mである。第63号土坑と重複している。

長径方向 N-8°― E。

図版番号 器 種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図４３

１

第 皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

Ｃ

15,4

40
7.8

底部から口縁部片。平底。体部,日
縁部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面積ナデ。
底部内面ナデ。

砂粒・長石・雲母

スコリア

涛 昔 魯  誓 桶

P 87   40%
口縁都,体部内面
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Ａ一
襦 7

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 凹状である。

覆± 6層 から成る。第 2層 はローム大・中ブロック少量,ロ ーム粒子少量,焼土小ブロック少量,粘土小・

中ブロック少量含む黒褐色土層である。第 3層はローム粒子中量,ロ ーム小プロック少量,粘土粒子少量,焼

土粒子微量含む黒褐色土層である。第12層 はローム粒子少量,粘土小ブロック少量含む黒褐色土層である。第

13層 はローム粒子微量,炭化物少量,粘土小ブロック少量含む黒褐色土層である。第14層 はローム粒子微量,

炭化物微量,粘土小ブロック微量含む黒色土層である。第15層 はローム粒子少量,炭化物微量含む黒色土層で

ある。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 3片 )が出土している。

所見 時期,性格は不明である。

|ヽ

0               2m

第44図 第56・ 63号土坑実測 C実測図

第57号土坑 (第 45図 )

位置 調査区の中央部,C2a8区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.64m,短径1.60mの円形で,深さは1.36mである。

長径方向 N-14°一E。

壁面 床面から40cmほ ど内傾 して立ち上がり,その後外傾する。

底面 平坦である。   覆土 黒色上の自然堆積である。

遺物 土師質土器片 (皿 9片・橘鉢 1片 )が出土している。皿 9片は丸底皿片。
所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と考えられる。井戸の可能性もある。

第57号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第45図

1

皿

土師質土器

口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部外面は

強いナデ調整のためわずかに外反し,

垂直に近い角度で立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い橙色
警 1爵

P 88   95%
口縁部外面煤付着

覆土
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毛 .9

第45図 第57号土坑実測 。出土遺物実測図

第59号土坑 (第 46図 )

位置 調査区の中央部,C2a9区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1,00m,短径0。 80mの ほぼ円形で,深さは0.50mで ある。

長径方向 N-56°一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆± 3層 から成る。第 1層 はローム粒子微量,炭化物微量含む黒掲色土層である。第 2層 はローム粒子微量 ,

焼土粒子微量,炭化物微量含む黒色土層である。第 3層 はローム粒子を微量含む黒色土層である。自然堆積と

考えられる。

遺物 土師質土器片 (皿 3片 )が出土している。皿 3片は九底皿片。

所見 出土遺物から13～ 14世紀と考えられるが,性格は不明である。

第46図 第59号土坑実測・出土遺物実測図

第59号土坑出土遣物観察表

|で 0
2

0           10cm

0               2m

図版番号 器 種 計測値(tHl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図４６

１

第 皿

土師質土器

A 8.5
B l.7

丸底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がる。日縁部上端径に比して

器高が低い6

口縁部内・外面ナデ。底部内面ナデ。 砂粒・長石・雲母

橙色

普通

P 89   100%
底部内面,口縁部
煤付着,覆土

2

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。器肉が厚め。

口縁部内・外面ナデ。底部内面ナデ。 砂粒・石英・雲母

橙色

普通

P 90   98%
覆土
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第60号土坑 (第 47図 )

位置 調査区の中央部,C2i9区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.02m,短径0.80mの不整楕円形で,深さは0.34mで ある。

長径方向 N-12°― E。

壁面 外傾 して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆±  2層 から成る。第 1層 はローム小・中ブロック少量,ロ ーム粒子少量,炭化物微量含む黒褐色土層であ

る。第 2層 はローム中ブロック少量,炭化物微量,粘土小ブロック少量含む灰褐色土層である。自然堆積と考

えられる。

遺物 土師質土器片 (皿 2片・内耳鍋 1片 )が出土 している。皿 2片は丸底皿。

所見 時期,性格は不明である。

ち

al

l   ②   l
上

こ ⊆ )一
0           10Cm

0               2m

第47図 第60号土坑実測・出土遺物実測図

第60号土坑出土遺物観察表

第61号土坑 (第 48図 )

位置 調査区の中央部, C2a8区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.90m,短径1.02mの不定形で,深さは0.40mで ある。

長径方向 N-70°一W。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 凹凸状である。

覆± 3層 から成る。第 1層 はローム粒子微量,粘土小ブロック微量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム

粒子少量,粘土小ブロック少量含む暗褐色土層である。第 3層 はローム粒子を多量に含むにぶい褐色土層であ

る。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 3片・内耳鍋 4片 )が出上している。皿 3片 は九底皿片。

所見 時期,性格は不明である。

図版番号 器 種 計測値(cn 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図４７

１

第 皿

土師質上器

〔A

B

底部から口縁部片。丸底。体部は内

彎しながら立ち上がる。日縁部はわ

ずかに外反しながら垂直方向に立ち

上がる。

口縁部内・外面,底部内面ナデ。 砂粒 。長石・雲母
スコリア

鈍い橙色

普→面

P 91   55%
覆土
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」生-133m

B

X・・・
B   41

第48図 第61号土坑実測図

第63号土坑 (第 44図 )

位置 調査区の中央部,C2b7区 を中心に確認。

規模と平面形 長径5.30m,短径1.45mの長方形で,深さは0.65mで ある。

長径方向 N-81°一W。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 9層から成る。第 1層 はローム小ブロック少量,焼土粒子微量,炭化物微量,粘土小ブロック少量含む

黒褐色土層である。第 2層 はローム大・中ブロック少量,ロ ーム粒子少量,焼土小ブロック少量,粘土小・中

ブロック中量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量,焼土粒子微量,粘土

粒子少量含む黒褐色土層である。第 4層はローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,焼土粒子微量含む黒色土

層である。第 5層 はローム粒子を多量に含む褐色土層である。第 6層 は粘土小ブロック少量,砂粒多量含む灰

褐色土層である。第 7層はローム粒子少量,粘土小ブロック少量含む黒褐色土層である。第 8層は粘土小ブロッ

ク少量,焼土粒子微量,砂粒少量含む黒褐色上層である。第 9層 はローム粒子微量,焼土粒子微量,粘土小ブ

ロック少量含む黒色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿27片・内耳鍋 9片 )が出上している。皿27片はほとんど九底皿片。

所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と考えられるが,性格は不明である。

第64号土坑 (第 49図 )

位置 調査区の中央部,C2b6区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.21m,短径1,04mの ほぼ円形で,深さは0.68mで ある。

長径方向 N-16°一E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 6層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,焼土粒子少量,炭化物微量,粘土小ブロック少量含む暗褐色

土層である。第 2層 はローム粒子少量,ロ ーム小ブロック少量,焼土粒子微量,粘土小ブロック少量含む暗褐

色土層である。第 3層 はローム粒子微量,焼土粒子少量含む黒色土層。第 4層 は炭化物微量,粘土粒子少量 ,

砂粒少量含む灰褐色土層である。第 5層 はローム粒子少量,ロ ーム中ブロック少量,炭化物微量含む黒色土層

である。第 6層 はローム粒子多量,粘土小ブロック少量,砂粒少量含む極暗褐色層である。ロームブロックの

存在から人為堆積と考えられる。
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遺物 覆土から土師質土器片 (皿 7片 )が出上 している。皿 7片 は九底皿片。

所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構 と考えられるが,性格は不明である。

B

く
|

第49図 第64号土坑実測図

Ｑ

　

　

一

第68号土坑 (第 50図 )

位置 調査区の中央部, C2c7区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.20m,短径1.05mの楕円形で,深さは0.60mである。

長径方向 N-70° 一W。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 皿状である。

覆± 5層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,粘土中ブロック少量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム

中ブロック少量,焼土粒子微量,炭化物少量,粘土中ブロック少量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒

子少量,粘土中ブロック中量含む黒色土層である。第 4層 はローム粒子少量,粘土小ブロック中量含む極暗褐

色土層である。第 5層 はローム粒子少量,炭化物少量,砂粒少量含む黒褐色土層である。自然堆積と考えられ

る。

遺物 覆土から土師質土器片 (甕 1片 )が出土している。

所見 時期,性格は不明である。

B

く
|

0            2m

第50図 第68号土坑実測図

第75号土坑 (第 51図 )

位置 調査区の中央部,C2c9区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1,87m,短径0.70mの不整楕円形で,深さは0.13mで ある。

長径方向 N-75°一W。

壁面 外傾する。

底面 平坦である。
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覆± 2層から成る。第 1層 はローム中ブロック少量,炭化粒子少量含む暗褐色土層である。第 2層 はローム

粒子中量,ロ ーム中ブロック多量,炭化粒子微量含む褐色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 土師質土器片 (皿 1片 )が出土している。

所見 時期,性格は不明である。
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第51図 第75号土坑実測図

第76号土坑 (第 52図 )

位置 調査区の中央部,C2d8区を中心に確認。

規模と平面形 長径1,44m,短径1.18mの不整楕円形で,深さは1.13mである。

長径方向 N-59°一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆上下層から土師器片 (高台付杯 1片・小壺片 1),中層から土師質土器片 (皿 5片 。内耳鍋 8片 )が

出土している。

所見 出土遺物から,平安時代に掘り込まれた土抗が埋まってゆく過程で,土師質土器が投棄されたり流れ込

んだものと思われる。礫層まで掘 り込まれていて,水がすぐに湧いてたまることから,当初は井戸として使わ

れていたことも考えられる。

①

／

A_13.8m

第52図 第76号土坑実測・出土遺物実測図
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第76号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(gl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備   考
図５２

１

第 杯

土 師 器
A 14.3

B  3.8

C 7.0

口縁部一部欠損。平底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は外反
しながら外に開く。

底部回転ハラ切り。体部下位ヘラ削

り。

砂粒・長石・雲母

スコリア

橙色.普通

P  92     85%

覆土

2

婉

器帥師
高

土

Ｂ

Ｄ

Ｅ

底部片。高台部は短く直線的に外に

開く。体部は内彎しながら立ち上が

る。

水挽き成形。 砂粒・雲母

スコリア

浅黄栓色,普通

P 93   35%
底部内面煤付着

覆土

3

士笠
器

型

師

小

土

A〔 3.2〕

B(7.5)
C 6.2

顕部から上が欠損。平底。体部はわ

ずかに内彎しながら立ち上がり緩や

かなカーブを描いて肩部に至り,肩
部から強い彎曲で要部に続く6

内面黒色処理。 雲母・スコリア

灰白色

普通

P 94   80%
覆土

第86号土坑 (第 53図 )

位置 調査区の中央部,C2g4区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.04m,短径0.90mの ほぼ円形で,深さは0。 96mである。

長径方向 N-14° ―E。

壁面 垂直に立ち上がる。   底面 平坦である。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 8片 )が出上している。皿 3片 は丸底皿片。

所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と考えられるが,性格は不明である。

○
―  北2“

A
―――-13.6m

0            2m

第53図 第86号土坑実測図

第92号土坑 (第 54図 )

位置 調査区の中央部, C2h4区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.20m,短径1.08mの不整円形で,深さは1.16mである。

長径方向 N-82° ―W。

壁面 垂直に立ち上がる。   底面 平坦である。

覆土 黒褐色上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆上下層から土師器片 (高台付杯 1片 ),中層から土師質土器片 (皿 3片 。内耳鍋 1片 )が出土してい

る。

所見 出土遺物から,平安時代に掘られた土抗が自然に埋まってゆく過程で,土師質土器が投棄されたり流れ

込んだりしたものと考えられる。礫層まで掘 り込まれていて,水が湧いてすぐに溜まることから,当初は井戸

として利用されたことも考えられる。

第92号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cnl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第54図

1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

7.8

2.0

口縁部一部欠損。九底。体都,日縁
部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内 ,外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒,長石,雲母
浅黄橙色,良好

P 98    90%
覆土
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北,M

0            2m
口
|

第54図 第92号土坑実測・出土追物実測図

第94号上坑 (第 55図 )

位置 調査区の中央部,C2g6区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.58m,短径0.80mの不整楕円形で,深さは1.20mである。

長径方向 N-9°一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から瀬戸陶器片 (瓶子 1片・盤 2片 )が出土している。

所見 出土遺物から15世紀の遺構と考えられるが,性格は不明である。

l  ① lj    上

引 琴「    |
Ｅ
器
ｆ
引
‥

0               2m

第55図 第94号上坑実測・出土遺物実測図

第94号土坑出土遺物観察表

第95号土坑 (第 56図 )

位置 調査区の中央部, C2f9区を中心に確認。_

規模と平面形 長径2.56m,短径0。 28mの不整楕円形で,深さは0。 18mである。

0              1ocm

I

0              10Cm

図版番号 器 種 千招‖棺 f 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図５５

１

第 皿

器

縁折

陶

A〔 27.2〕

B(29)
体部から口縁部片。体部はわずかに

内彎する。口縁部は水平方向やや下

がり気味に折り曲げられ,先端は幾
分厚みを増す。

内外面に釉が施され,外面には釉の
流れた跡が見られる。

灰色

(釉 )オ リーブ灰色

普通

P 100    5%
瀬戸産

覆土
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長径方向 N-89°一E。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 皿状である。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 土師質土器片 (皿 1片 )が出土している。

所見 時期,性格は不明である。

tn①

① l

ｇ
ｅ
。〒
引
刊
‥

う，

0               2m

第56図 第95号土坑実測図

第98号土坑 (第 57図 )

位置 調査区の中央, B2f9区を中心に確認。

規模と平面形 長径0,77m,短径0.68mの ほぼ円形で,深さは0.58mで ある。

長径方向 N-21°一 E。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 4層から成る。第 1層 は炭化粒子微量,焼土粒子微量,小礫を少量含む黒褐色土層である。第 2層はロー

ム粒子少量,砂粒 。小礫少量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子微量,炭化粒子微量,砂粒少量含む

黒色土層である。第 4層 はローム小ブロックを少量含む極暗褐色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 1片 ),常滑陶器片 (壷片)が出土している。

所見 時期,性格は不明である。

口
|

Ｅ
∞３
耳
劇
判
１

0              1ocm0               2m

第57図 第98号土坑実測図
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第98号土坑出土遺物観察表

器 形 の 特 徴 手 法 の 指 徴

A 7.4
B 2.1
C 4.1

体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁都は直線的に外傾する。底

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

スコリア

灰白色,良好
B(2.5)
C 8.8

平底。底部から体部下位片。体部は

外傾して立ち上がる

(胎土)明褐灰色

備   考
P309   100%
内外面煤厚く付着

覆土

0              1ocm

常

第 100号上坑 (第 58図 )

位置 調査区の中央,B2fO区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.00m,短径0,90mの 円形で,深 さは0,70mで ある。

長径方向 N-42◎―E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 粘土混じりの褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 3片 。内耳鍋 3片 )が出土している。皿 3片 は平底皿片。

所見 出土遺物から15世紀の遺構と考えられるが,性格は不明である。

0              2m

第58図 第100号土坑実測図

第100号土坑出土遺物観察表

第103号土坑 (第 59図 )

位置 調査区の南側,D2e3区を中心に確認。

規模と平面形 長径1100m,短径0。 90mの円形で,深 さは0.70mである。

長径方向 N-36°一E。

壁面 わずかに内彎しながら立ち上がる。

底面 尖底である。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から陶器片 (高台付碗底部 1片 ),土師質土器片 (皿 3片 。内耳鍋 1片 )が出上している。

図版番号 器 種 計測値(cul 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図５８

１

第 皿

土師質土器

A 9.3
8 3.4
C 4.4

平底。体部,口縁部はわずかに内彎
しながら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

搭 任  害 桶

P 299   100%
覆上

2

皿

土師質土器

A 7.8
B 2.9
c角 o

平底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部はわずかに外反

する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・婁母

スコリア

浅黄橙色.普通

P301    20%
覆土
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所見 時期,性格は不明である。

止く7)_
0/

第59図 第103号土坑実測図

第103号土坑出土遺物観察表

、   1学
I

0               1ocm

口
|

Ｅ
Ｏ
．０
イ
ー
ー
‐

く
0               2m

図版番号 器 種 計測値(cln) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色詞・焼成 備   考
図５９

１

第 杯

器釧恵
高

須

D〔 8.0〕

E(13)
高台部から底部片。高台部は短く垂

直に付く。

底部内面ナデ。付け高台。

色

粒

白

通

砂

灰

普

P103   10%
覆土

第108号土坑 (第 60図 )

位置 調査区の南側,D2g2区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.68m,短径1.55mの円形で,深さは1.18mである。

長径方向 N-3°一W。                            ｀

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 7層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,ロ ーム中ブロック微量,炭化粒子微量含む黒色土層である。

第 2層 はローム粒子少量,ロ ーム大ブロック微量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒子

少量,ロ ーム中ブロック少量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。第 4層 はローム粒子多量,ロ ーム小ブロッ

ク多量,ロ ーム大ブロック中量,炭化粒子微量含む暗褐色土層である。第 5層 はローム粒子多量,炭化粒子微

量含む褐色土層である。第 6層 はローム大ブロック少量,炭化物少量,粘土大ブロック少量含む黒色土層であ

る。第 7層 は粘土層で色は褐灰色である。粘土ブロックの存在から人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師器片 (高台付杯 1片 ),上師質土器片 (皿 17片・鉢 1片・甕 2片 )が出土している。皿17

片は九底皿片。

所見 出土遺物から13～ 14世紀の遺構と考えられるが,性格は不明である。

⑮ l

0              10cm

引   引
第108号土坑実測 。出土遺物実測図

0               2m
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第108号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cla 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図６０

１

第 皿

土師質土器

Ａ

一じ

13.2

3.8

底部から口縁郡片。平底気味。体部

は内彎しながら立ち上がり,口縁部
は直線的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

灰白色,普通

P105   45%
口縁部煤付着

覆土

第110号土坑 (第61図 )

位置 調査区の南側,D leo区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.44m,短径1.08mの不整楕円形で,深さは1.18mである。

長径方向 N-22°一E。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 4層から成る。第 1層 は粘土小ブロックを多量に含む黒色土層である。第 2層 は粘土中 。大ブロックを

多量に含む黒褐色土層である。第 3層 は焼土粒子微量,炭化物微量,粘土小ブロック多量,粘土大ブロック少

量含む黒褐色土層である。第 4層 は粘上の小 。中ブロックを中量含む黒褐色土層である。粘土ブロックが観察

されることから人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から上師質土器片 (皿 20片・内耳鍋 1片 ), 陶器片 (甕体部 1片 )が出土している。

性格は不明である。

●
l

第61図 第110号土坑実測図

第112号土坑 (第 62図 )

位置 調査区の南側,D lfo区を中心に確認。

規模と平面形 長径0。 91m,短径0,77mの ほぼ円形で,深さは0.52mで ある。

長径方向 N-19°一E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 2層 から成る。第 1層 はローム粒子多量,ロ ームブロック少量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム

粒子中量,ロ ームブロック少量含む黒色土層である。自然堆積と考えられる。

第112号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cln 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備   考
図６２

１

第 皿

土師質土器

A 94
B 20

底部から口縁部片。九底。体部,日
縁部はわずかに内彎しながら立ち上

がる。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 長石・雲母
スコリア

橙色.普通

P106   70%
覆上下層
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遺物 覆土から土師質土器片 (皿 2片

所見 時期,性格は不明である。

甕 1片 )が出土している。皿 2片は九底皿片。

止③
ロキ

聖全二13.6m          ――一

B

0              2m

第62図 第112号土坑実測・出土遺物実測図

第122号土坑 (第 63図 )

位置 調査区の南側,D lgo区を中心に確認。

規模と平面形 長径0.88m,短径0,84mの 円形で,深さは0.57mで ある。

長径方向 N-0°。

壁面 外傾して立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 6層 から成る。第 1層 はローム中ブロック微量,炭化粒子微量,粘上の中ブロック微量含む暗褐色土層

である。第 2層はローム粒子少量,ロ ーム大ブロック中量,炭化粒子少量,粘土粒子少量含む褐色土層である。

第 3層 はローム小ブロック少量,ロ ーム大ブロック微量,炭化物微量,粘土小ブロック少量含む暗掲色土層で

ある。第 4層 はローム粒子微量,ロ ーム小ブロック微量,炭化物微量含む黒褐色土層である。第 5層 は炭化物

を微量に含む暗褐色土層である。第 6層 はローム粒子を少量含む黒色土層である。黒褐色土に粘上のブロック

がういているのが観察でき,人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 3片 ),覆土中層から瀬戸灰釉陶器 (縁釉小皿 1)が出土している。

所見 時期,性格は不明である。

2m

0              10Cm

0              1ocm

第63図 第122号土坑実測・出土遺物実測図

第122号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cnl) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図６３

１

第 縁 釉 小 II

陶   器
A10.2
B 2.2
c 4.4

口縁部微小欠損。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,直線
的に外傾し外に開く。釉は口縁部内

面,体部上位内面に施されている。

底部回転糸切り。 灰白色

(釉 )灰オリーブ色

普通

P 107    97%
瀬戸産

覆土中層
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第123号土坑 (第64図 )

位置 調査区の南側,D2io区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.87m,短径1.50mの楕円形で,深さは0,77mである。

長径方向 N-25°一E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 14片・内耳鍋21片 )が出土している。皿14片 はほとんど九底皿片。

所見 時期,性格は不明である。

口
|

Ｅ
Ｏ
．０
▼
引
判
Ｉ

く
|

第64図 第123号土坑実測図

0               2m

第 124号土坑 (第 65図 )

位置 調査区の南側,D2hi区 を中心に確認。

規模と平面形 長径2.40m,短径1.70mの不整楕円形で,深さは0.25mで ある。

長径方向 N-54° 一 E。

壁面 内彎しながら立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒褐色上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 6片 。内耳鍋 1片 。捕鉢 1片 ),常滑陶器片 (甕 1片 )が出土している。

所見 時期,性格は不明である。

ト
ー

ー

0           10cm

Q

粕

E
Q

く
|

al o               2m

第65図 第124号上坑実測・出土遺物実測図
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第124号土坑出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(ct l 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図６５

１

第 積   鉢
土師質土器

B(1,4)
C〔 12.9〕

底部片。平底。 底部内面ナデ。底部内面には4本単
位の櫛目が施されている。

砂粒 。長石・石英

雲母・スコリア

橙色,普通

％１

土

Ｐ

覆

第126号土坑 (第66図 )

位置 調査区の南側, C2e5区を中心に確認。

規模と平面形 長径2。 90m,短径1.70mの不定形で,深さは0。 25mである。

長径方向 N-40° ―W。

壁面 内彎ぎみに立ち上がる。

底面 皿状で,深さ0.20mほ どのピットを 2つ もつ。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 7片 ),白磁片 (1片 )が出土している。九底・平底皿片が混じる。

所見 時期,性格は不明である。

第66図 第126号土坑実測・出土遺物実測図

第126号土坑出土遺物観察表

t

いキ

図版番号 器 種 計測値(釦 ) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考

l

皿

土師質土器

A 8.1
B 3.1
C 2.9

平底。体部,日縁部は直線的に外傾
する。口縁部径や器高に比して底部

径力朔 さヽい。

水挽き成形。底部回転糸切り。 長石・雲母
スコリア

飩 い 活 魯  息拝

P l13   100%
覆土
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表 2 その他の土坑一覧表

土坑

番号
位置
長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁  面 底  面 覆 土 出土 遺 物 備 考

図版

番号長径×短径(m) 深さ(cm)

SK-  1 A3g N-5生 W 不整楕円形 2.25× 1.58 外 傾 聞凸 自 然 第 1号堀と重複

SK-  2 A3g4 N-15と E 不整楕円形 100X060 外 傾 皿 自 然 67

SK-  4 A3g9 N-78生 E 不定形 360× 1,00 外 傾 平坦 自 然

SK-  5 A3i2 N-65-W 楕円形 160× 1.20 外 傾 ほぼ平坦 自 然

SK-  7 A3,2 N-90と W ほぼ円形 0。 70× 0.55 緩 傾 皿 自 然

SK- 14 B3bi N-83生 W 楕円形 2.10× 1.25 緩 傾 ほIF平坦 人 為

N-80と W 楕円形 112× 0.80 外 傾 ほtF平坦 自 然
土師質土器片
(lll1 2・ 内耳鍋 1)

SK- 17 B3d N-49と E 不整楕円形 4.12× 1.37 外 傾 ほぼ平坦 自 然

SK- 20 B3dl N-1と W 楕円形 1.78× 1.52 緩 傾 傾斜 自 然

SK- 21 B3di N-48生 E 楕円形 1.21× 086 緩 傾 凹 自 然

SK- 25 B3e2 N-59生 W 不整楕円形 0.94× 0.52 緩 傾 ほぼ平坦 自 然

SK- 27 B3f2 N-73生 w ほ|ま円形 0.76× 0.68 緩 傾 平坦 自 然

SK- 28 B3f N-9生 E 不整楕円形 1.06× 0.62 緩 傾 凹 自 然

SK- 30 B3ei N-16生 E 不整楕円形 1.14× 0.56 外 傾 平坦 人 為

SK- 37 B3gJ N-13生 E 円形 0,70× 0.65 垂 直 平坦 自 然 68

SK- 38 B3gI N-0° 円形 0.65× 0.60 垂 直 平坦 自 然 68

SK- 39 B2g( N-32七 E 不定形 2.15× 1.40 緩 傾 四 人 為 68

SK- 40 B2g( N-8生 E 不定形 3.20× ユ.30 垂 直 円凸 自 然

SK- 43 B2g8 N-32生 w 不定形 1.64× ユ.26 外 傾 平坦 自 然 土師質土器片(皿 6) 69

SK- 44 B2i3 N-33と E 不定形 2.00× 1.31 外 傾 平坦 自 然

SK- 45 B2h N-43生 w ほぼ円形 1.19× 0.98 緩 傾 四 自 然

SK- 49 B311 N-65と E 不定形 0.95× 0.75 緩 傾 皿 自 然 69

SK- 50 B3,1 N-21生 E 不定形 1.05× 0.85 緩 傾 傾斜 自 然 69

SK- 55 C2a7 N-59生 w 不定形 2.08× 0,76 外 傾 平坦 自 然 69

SK- 58 C2a N-21と W 不整長方形 1.08× 0.86 34 外 傾 やや凹 自 然

SK- 66 C2b7 N-73と E ほぼ円形 1.00× 0.88 垂 直 平坦 自 然

SK- 67 C2c6 N-36生 E ほIF円形 0.95× 0.80 垂 直 平坦 自 然

SK- 69 C2c? N-47生 w 精円形 1.04× 0,79 緩 傾 皿 自 然

SK- 70 C2c7 N-65-W 不定形 1.56× 0.84 垂 直 ほぼ平坦 自 然

SK- 71 C2b〔 N-43と E 不定形 1.14× 0.68 44 緩 傾 平坦 人 為

SK- 72 N-47生 w 不定形 1.54× 0.62 緩 傾 皿 自 然

SK- 73 C2b N-76生 E 不定形 2.38× 1.08 緩  傾 ほぼ平坦 自 然

SK- 74 C2ca N-11‐ E 不定形 2.05× 0.30 垂 直 凹凸 自 然

SK- 78 C2f8 N-57七 w ほぼ円形 0.95× 0.75 垂 直 平坦 人 為

SK- 79 C2g7 N-17生 W 不整長方形 2.05× 0.72 緩 傾 凹 自 然

SK- 80 C2f N-05生 W 不整長方形 1.32× 0.66 緩 傾 ほぼ平坦 自 然

SK- 81 C2f6 N-32と Vヽ 楕円形 1.24× 0,90 緩 傾 平坦 自 然

SK- 82 C2f N-18と W 不定形 1.95〉(0.90 緩 傾 凹 自 然 70

SK- 83 C2g N-54-W 不整楕円形 1.20× 0.70 5 緩 傾 平坦 自 然

SK- 84 C2f4 N-15-W 長方形 1.90× 0.80 垂 直 平坦 人 為

SK- 85 C2f4 N-66-E ほぼ円形 0,76× 0.62 垂 直 ほぼ平坦 自 然

SK- 87 C2g4 N-28生 W 円形 0.92× 0.86 緩 傾 平坦 人 為

SK- 88 C2g4 N-65生 E 不定形 2.12 XO.66 緩 傾 ほぼ平坦 自 然

SK- 89 c2h N-15■ E 不定形 3.10× ユ.20 緩 傾 凹 人 為

SK- 90 c2h N-22生 E 不整楕円形 3.09× 1.10 緩 傾 平坦 自 然
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上坑

番号
位置
長径方向

(長軸方向)
平 面 形

規 模
壁  面 底 面 夜 上 出上 遺 物 備 考

岡版

番号長径×短径(m) 深さ(cm)

SK- 91 C2=9 N-65生 E 楕円形 090× 055 5 外 傾 平坦 自 然

SK- 93 C2i4 N-90■ E 半円形 087× 0.50 垂 直 平lll 自 然

SK- 96 C2a7 N-41-W 精円形 130× 1.00 外 傾 :平Ⅲl 人 為

SK- 97 C2dd N-90-E ほぼ1弓形 1.40× 1.20 rAN 状 平lg 自 然 第 3サ溝と重複

SK- 98 B2f9 N-21-E 不定形 0.77× 068 垂  直 平坦 自 然 第 1号溝と重複

SK- 99 B3f2 N-61-W 楕円形 0.68× 059 垂 直 平坦 自 然 第 1号溝と重複

SK-104 D2e2 N-67-E 楕円形 120× 105 外 傾 平坦 人 為

SK-105 D2e2 N-79生 E 不整円形 088× 082 外 傾 平坦 自 然

SK-107 D2fl N-42生 E 不整精円形 080× 074 垂 直 平坦 人  為

SK-109 D leo N-55生 E 不整楕円形 150× 100 垂 直 平坦 人 為

SK-111 DH N-42と W 不整楕 円形 150× 0.88 垂 直 平 坦 自 然

SK-113 Dlfo N-25と E 不定形 205× 0,90 外 傾 平坦 人 為

SK-114 Dlf9 N-10と W 不定形 2.04× 064 垂  直 平坦 人 為

SK-115 D2dl N-804E ほぼ円形 1.06× 092 垂 直 平坦 自 然 73

SK-116 D2el N-82生 E 不整円形 1.20× 094 外 傾 平坦 自 然

SK-117 Dlfo N-8-E 不整円形 0,86× 078 外 傾 凹 自 然

SK-118 Dle9 N-30と E 不定形 1,80× 075 外 傾 平坦 人 為

S【 -119 Dlf9 N-46-E ほぼ円形 0,88× 07] 緩  傾 平坦 自 然

SK-120 Dl=9 N-64-W 円形 1.10× 1.02 外 傾 凹 自 然

SK-121 D lgo N-85生 W 不整楕円形 112× 0,72 垂 直 凹凸 人 為

SK-127 C2d6 N-74ヒ W 不定形 012× 010 外 傾 ほぼ平坦 自 然

SK-128 Dlfo N-63と W 不整楕円形 1.12× 084 垂 直 平坦 自 然

その他の土坑土層解説

SK-14                               sK-20                               sK-21
1 極暗褐色 ローム粒子少量,炭化粒子微量       1 黒 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子微量       1 果  色 ローム粒子少量,炭化粒子少量
2 褐  色 ローム大ブロック多量,炭化物微量     2 掲  色 ローム粒子少量,炭化粒子少量       2 暗 褐 色 ローム粒子多長,炭化物微量

3 褐  色 ローム粒子中量,炭化粒子少量       3 褐  色 ローム粒子多豊
SK-30

1 黒  色 ローム粒子少量,炭化粒子徴量      sK-38                         sK-39
2 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム中 小プロック微量 1 黒 褐 色 ローム粒子中量,粘上小ブロック少登    1 黒  色 ローム粒子小量,粘土小ブロック少量
3 黒 褐 色 ローム粒イ多量,ロ ーム大 中 小ブロック 2 橙  色 粘土粒子多量               2 黒  色 ローム粒子中量,粘土中プロック少量

少量,炭化粒子微量                                        3 橙  色 粘土粒子多量
4 黒  色 ローム粒子微畳             sK-43
5 種暗褐色 ローム粒子中量              1 灰 褐 色 ローム粒子少量,焼土粒子微量,粘土小ブロ sK-44
6 黒  色 ローム粒子少量                     ック少量                 1 黒 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム中プロック中量,粘

2 褐 灰 色 ローム粒子徴量,粘土小ブロ ノク微量           土小ブロック少量

SK-40                          3 褐 灰 色 粘土小ブロ ック少量,砂粒少量       2 黒 掲 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック少量,焼
1 黒 掲 色 ローム小ブロ ック少量,ロ ーム粒子少量,焼 4 灰 掲 色 粘土ブロック多量                    土粒子徴量,炭化粒子微量

土粒子微量,炭化粒子微豊         5 明 掲 色 ローム小ブロック多量           3 鈍い掲色 ローム粒子少量,粘土オヽブロック多畳
2 明 掲 色 ローム粒子多量,粘土小ブロ ック多量    6 黒 掲 色 ローム小ブロック少量,ロ ーム粒子少畳   4 鈍い掲色 粘土小ブロック多量

7 暗 掲 色 ローム粒子中量,ロ ーム小ブロック少量   5 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム小ブロック少量
SК -45                          8 黒 掲 色 粘土小プロ ック少量
1 暗 掲 色 ローム粒子少量, ローム小ブロ ック少豊,炭 9 明 掲 色 ローム小ブロ ック多量,黒色ブロック少畳  sK-66

化粒子微量                                                1 黒 褐 色 ローム粒子少豊,焼土粒子微量,粘土小ブロ ッ
2 栓  色 ローム粒子多量             SK-58                                ク微量

1 黒 褐 色 ローム小ブロック少量,炭化物微量,粘土小 2 黒 褐 色 ローム粒子微量,粘土小ブロック少量
SK-55                               プロック中量               3 黒  色 焼土粒子微最,粘上小ブロック少量
1 黒 褐 色 ローム粒子多量,焼土粒子少量       2 黒 掲 色 ローム粒子微豊,炭化粒子徴量,焼土粒子微 4 黒 掲 色 ローム粒子少量,粘土小ブロック少量
2 黒 褐 色 ローム小ブロ ック少量                 量,粘土小ブロック少量          5 鈍い袴色 粘土粒子多量
3 黒 掲 色 ローム粒子多量,粘土小プロック少電    3 椅  色 ローム粒子多置
4 暗 掲 色 ローム粒子多量,粘土小ブロック中量                               sK-70
5 黒 掲 色 ローム粒子多量,粘上中ブロック少豊    sK-69                         1 黒  色 ローム粒子徴量,炭化粒子微量,焼土粒子微
6 黒 掲 色 ローム粒子多量              1 灰 掲 色 ローム粒子少量, ローム小プロック少量          量 ,
7 黒 掲 色 ローム粒子中是              2 鈍い褐色 粘土プロック多量             2 鈍い掲色 粘土粒子中量

3 鈍い掲色 粘土粒子多量
SК -67                        sK-71                         4 黒 褐 色 ローム粒子少量,粘土小ブロ ック少量
1 黒 褐 色 ローム粒子少是, ローム小ブロ ック少量,炭 1 暗 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム中ブロック少景,炭

化物微量                         化物徴量                 sK-72
2 黒 褐 色 ローム小ブロ ック微量           2 褐  色 ローム大プロ ック多量,炭化物微量     1 暗 掲 色 ローム小プロック少量,炭化粒子徴量
3 黒 褐 色 ローム粒子多量, ローム小ブロック多邑,炭                             2 褐  色 ローム大ブロック多量,炭化粒子少量

化粒子少豊
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SK-75                        sK-78                         sK-79
l H帝 掲 色 ローム中プロ ック少監,炭化粒 子少設    1 極 H帝褐色 ローム粒 子少景,ロ ーム大プロ ック少雲,ロ ー 1 権 H帝褐色 ローム粒 子少観,ロ ーム火ブロック徴量,炭
2 樹  色 ローム粒 子中量, ローム中プロ ック多景,炭        ム中プロック中壁                    化物微監

化粒 r徹 壁                2 れ H帝褐色 ローム粒 子少景,ロ ーム大プロック少監   2 暗 褐 色 ローム大プロック多厳
3 極1帝樹色 ローム大プロック多職

SK-84                                                                sK-89
1 1t褐 色 ローム芹,「微段             sK-88                         1 111樹 色 ローム粒 子少最,ロ ーム中・小プロ ック少量 ,
2 購 褐 色 ローム粒 子微鑑              1 明 褐 色 ローム粒 r多 監                     ローム大プロック微量

3 褐  色 ローム粒 子中監,ロ ーム大・小プロック多監 2 褐  也 ローム粒 子多駐              2 暗 褐 色 ローム粒 子少長,ロ ーム中・イヽブロック少競 ,
4 協  色 ローム中・小プロック中最,ローム大ブロッ 3 ‖帝鶴 色 ローム粒 子中数                     災化物微量

ク多監                                              3 無 掲 色 ローム粒 子少獣,ロ ーム中ブロック少量
5 暗 褐 色 ローム粒 r微 監,ロ ーム中プロック少監   sK-104                        4 H帝 褐 色 ローム粒 子徴選,ロ ーム中ブロック微量

I 黒 鶴 色 ローム粒 子少量,ロ ーム小プロ ック徹量   5 黒 褐 色 ロームれ r少量,ロ ーム中プロック微量
SK-90                         2 黒  色 ローム粒 子微景              6 暗 褐 色 ローム糀 r少鼓
I 黒 褐 色 ローム粒 r少景, ローム小プロ ック少数   3 暗 鶴 也 ローム粒 子多景,ロ ーム大プロ ック少霊,ロ ー 7 暗 褐 色 ローム粒 子中量,ロ ーム中・小プロック中量
2 明 褐 色 ローム粒 子多:監, ローム小プロ ック多貴          ム中プロック中鑑             8 晴 樹 色 ローム粒 子中量,ロ ームオ、プロック中量,ロ ー

ム大 ,中 プロック少量

SK-105                        sK-107                        9 褐  色 ローム粒 r多逮
1 果  色 災化粒 子徴量,焼上粒 r微最        1 無 褐 色 ローム粒 子微登              lo 褐  色 ローム粒子多逮,粘土粒子徴量
2 黒 褐 色 ローム粒 子徴量, ローム中ブロ ック微驚   2 暗 褐 色 ローム粒子多量,ロ ーム大 中プロ ック多最 ,
3 褐  色 ローム粒子多長                     炭化物徴量                sx-113

3 褐  色 ローム粒子少量,炭化物微賛        1 黒 褐 色 ハードローム粒 r多量,ハードローム入プロッ
SK-109                                                              ク少蟄

1 黒 褐 色 ローム粒 子少最, ローム中ブロ ック少豊,炭 sK-111                        2 黒 鶴 色 ハー ドローム中プロック中量
化粒子微盛                1 黒 褐 色 炭化粒 r少量,焼土粒 子少量,粘土中プロッ 3 黒  色 ハー ドローム小プロ ック中量

2 黒 招 色 ローム大・中ブロック徴長,ローム小プロッ        ク少量,粘上小プロック多量
ク少量,炭 化綻 r微量           2 掲  色 黒褐色上プロック少量           sK-114

3 黒  色 ローム維 r中量 ローム大プロック微髭,ロ ー 3 黒 褐 色 焼土粒 子少量,粘土小プロック微量     1 黒 褐 色 ハー ドローム中量,ハ ー ドローム大ブロック
ム中ブロック少量             4 無 褐 色 焼上粒 子少最,粘上小ブロック少量            中廷

4 黒 褐 色 ローム粒 子中量,ロ ーム大プロック少量,ロ ー 5 黒 褐 色 焼土粒 子少量,粘土小プロック多量     2 黒 欄 色 ハー ドローム多量,ハ ー ドローム中プロック
ム中ブロック中長             6 黒 褐 色 焼上粒 子少量,粘上小プロック少量            少最,焼上粒 子徽量

5 暗 褐 色 ローム小プロック多慧,炭化物微量,粘上粒                             3 黒 褐 色 ハードローム大 中プロック多畳
r多量                  sK-116                         4 黒  色 ハー ドローム小プロック多量,炭化粒子少量 ,

6 褐  色 ローム粒子多量              I 黒 褐 色 炭化粒
「
微量,炭化物撤量                焼土粒子少量

2 褐  色 ローム粒子多量              5 褐  色 黒褐色土多量
SK-115

1 極R吉褐色 ローム粒
「
小量,ロ ーム火プロック少量,ロ ー sK-117                         sK-118

ム小ブロック徴遺,炭イ併立子微量      1 3tい 褐色 ローム大 中プロック少量,粘土火プロック 1 褐  色 ローム大プロック中量,ロ ーム中プロック多
2 祟 褐 色 ローム粒子少量,ロ ーム大 。中・小プロ ック        少景                          量

小霊                   2 黒 掲 色 ローム中 小ブロック少量,粘土中ブロック
3 黒  色 ローム粒子徴量,ロ ーム中プロック極微景,        少量                  sК -121

炭化粒子微霊               3 暗赤褐色 ローム小ブロック少量           1 灰 掲 色 ローム粒子微量,粘土粒子多量
4 褐  色 ローム粒子多量,ロ ーム中プロ ック少量,炭 4 黒 褐 色 ローム小プロック少量           2 明 掲 色 ローム大ブロック多量,炭化物微量

化粒子少量                5 掲  色 ローム小プロ ′ク多量           3 灰 掲 色 粘土粒子多量
5 黒 褐 色 ローム粒子微量,炭化粒子微量       6 暗 褐 色 ローム中プロック中長
6 褐  色 ローム粒子多量              7 褐  色 ローム粒子多遅

8 褐  色 ローム粒子多畳.粘土粒子徴量

6 地下式墳

第 1号地下式墳 (第 74図 )

位置 調査区の中央部, B3gl区 を中心に確認。第 1号溝と重複する。

規模と平面形 長径2.83m,短径1.90mの不整楕円形で,深さは1.60mである。

長径方向 N-17°一E。

壁面 床面から垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 出上していない。
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所見 かなり崩落してはいるが,

式壊と考えられる。

断面図に見られる床面の垂直な立ち上が りや縦坑・主室の痕跡などから地下

E
Q

巧
}                

く
i

第74図 第 1号地下式墳実測図

0               2m

第 2号地下式壊 (第 75図 )

位置 調査区の中央付近, C2e7区 を中心に確認。

規模と平面形 長径4.25m,短径3.45mの不整楕円形で,深さは1.45mである。

長径方向 N-85°一E。

壁面 床面から垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆± 10層 から成る。第 1層 はローム小ブロック中量,ロ ーム粒子中量,炭化粒子微量,小石を含む黒褐色土

層である。第 2層 はローム小プロック少量,ロ ーム粒子少量;炭化物微量,炭化粒子少量含む黒褐色土層であ

る。第 3層 はローム中ブロック微量,ロ ーム小ブロック少量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量,小石を含む極

暗褐色土層である。第 4層 はローム中ブロック微量,ロ ーム小ブロック少量,ロ ーム粒子少量,炭化粒子微量 ,

小石を含む黒色土層である。第 5層 はローム中ブロック微量,ロ ーム小ブロック多量,炭化物少量,炭化粒子

少量含む極暗褐色土層である。第 6層 はローム中ブロック中量,ロ ーム粒子多量,炭化粒子少量含む暗褐色土

層である。第 7層 はローム大ブロック少量,ロ ーム中ブロック微量,ロ ーム粒子中量,炭化粒子微量,小石を

含む極暗褐色土層である。第 8層 はローム大ブロック少量,ロ ーム中ブロック微量,ロ ーム粒子微量,炭化粒

子微量含む黒褐色土層である。第 9層 はローム粒子微量,炭化粒子微量,礫を含む極暗褐色土層である。第10

層はローム粒子多量,炭化粒子微量含む黒褐色土層である。ロームブロックの存在から人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師器片 (高台付郭 2片 ),土師質土器片 (皿 56片・内耳鍋327片・悟鉢12片 ),陶磁器片 (23

片),瓦片 (1片 )が出上している。

所見 崩落が激しいが,床面の垂直な立ち上がりや縦坑 。主室の痕跡などが断面図から判断でき,地下式城と

考えられる。第 6層 はローム粒子を多量に含んでんおり,主室の天丼部が崩落して堆積したものと思われる。

天丼部が崩落した穴に上器片を投げ込んで埋めたために,遺物が多量に出土したものと考えられる。
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第75図 第 2号地下式城実測 。出土遺物実測図

第 2号地下式坂出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図７５

１

第 rDE   鉢
土師質上器

体部片。体部はわずかに内彎する。 体部内・外面ナデ。体部内面に 1本

単位の櫛目が施されている。

砂粒・長石・石英

スコリア

灰黄褐色,普通

P 95   10%
覆土中層

2

内 耳 鍋
土師質土器

A〔37.1〕

B 8.8
体都から口縁部片。日縁部は内督す

る。口縁部内面 (耳下付け根上端 )

に段が巡る。口縁部外面 (耳下付け

根の高さ)に指頭圧痕が10clnほ どの

間隔で一周する。

口縁部内・外面横ナデ。体部上位内

面ナデ。

砂粒・石英・婁母

栓色

普通

P 96    10%
外面全体煤付着

覆土中層

図版番号 器  種 石  質
計  測  値

出土層位
理

号

整

番
考備

長さ(cln) 幅(cm) 厚さ(cm)

第75図 3 硯 粘 板 岩 ( 覆土中層 Q2
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図版番号 器  種
計 根J 値

出土層位
理

号

整

番
備 考

最大長 (cln 最大幅(cm 最大厚(on 最大高(ω

第75図 4 山物底部 (最大径)87 覆上下層 vヽ47 側面に釘穴と思われる穿孔痕が 4か所認められる。

一戸井

所見 時期は不明である。

塩  ①

第76図 第 1号井戸実測・出土遺物実測図

第 1号井戸出土遺物観察表

第 1号井戸 (第 76図 )(旧第10号土坑 )

位置 調査区の北側, B3c3区を中心に確認。

規模と平面形 長径0.85m,短径0。 73mのほぼ円形で,深さは0。 90mである。

長径方向 N-24° 一 E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 粘土層を掘り抜き礫層に達している。堆積土は黒色上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土中層から土師質土器片 (皿 7片 。内耳鍋11片 。嬌鉢 3片 )が出土している。九底・平底皿片混入。

|   |

A◎ _ξ

ml    ゴ

0               2m

第 2号井戸 (第 77図 )(旧第11号土坑 )

位置 調査区の北側,B3d3区 を中心に確認。

規模と平面形 長径2.20m,短径1.90mの不整楕円形で,深さは1.50mである。

長径方向 N-13°一W。

壁面 床面から垂直に立ち上がり,確認面近くになって外傾する。

10Cm

図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第76図

1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

9.8

3.3

底部から口縁部片。九底。体部は内

彎しながら立ち上がり,日縁部は直

線的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒・石英・雲母
スコリア

鈍い黄橙,普通

P 10   45%
覆土

2

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

7.5

2.0

口縁部一部欠損。平底。体部はわず

かに外彎しながら立ち上がり,日縁

部は直線的に外傾する。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石・雲母

暗掲色

普通

P l1    90%
内面全体煤付着

覆土

3

悟   鉢
上師質土器

A(320〕

B(74)
体部,日縁部片。体部は直線的に外
傾し,日縁部はわずかに厚みを増し,
日縁部上端はやや内側にせり出す。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。体
部内面には4本単位の櫛目が施され

ている。

砂粒 。長石・石英

雲母・スコリア

褐色,普通

P 12   10%
体部外面煤付着

覆土

-83-



3A_134m

0               2m
|

〆
ぜ
~

10ね

C～ 9S―猪

第77図 第 2号井戸実測 。出土遺物実測図
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底面 平坦である。

覆土 礫層まで掘 り込まれていて, 5層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,ロ ーム大ブロック微量,炭化物

微量含む黒褐色土層である。第 2層 はローム粒子少量,炭化物微量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム粒

子少量,ロ ーム小ブロック少量,炭化物少量含む黒褐色土層である。第 4層 はローム粒子微量,炭化物微量含

む黒色土層である。第 5層 はローム粒子微量,炭化物微量含む黒色土層である。自然堆積と考えられる。

遺物 覆土下層から土師質土器片 (皿 19片 。内耳鍋 7片・甕 1片 ),常滑陶器片 (甕 1片 )が出土 している。

皿19片 はほとんど九底皿片である。

所見 九底皿片の出土から13～ 14世紀と考えられる。

第 2号井戸出土遺物観察表

第 3号井戸 (第 78図 )(旧第15号土坑 )

位置 調査区の北側, B3cI区 を中芯に確認。

規模と平面形 長径1,70m,短径1.40mの楕円形で,深 さは1.45mである。

長径方向 N-78°一 E。

壁面 外傾 して立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆土 礫層まで掘 り込まれていて, 6層 から成る。第 1層 はローム粒子中量,ロ ーム中ブロック少量,炭化粒

子微量,小石を少量含む極暗褐色土層である。第 2層 はローム粒子微量,ロ ーム中ブロック微量,炭化粒子微

量含む黒褐色土層である。第 3層 はローム小ブロック少量,ロ ーム大ブロック少量,炭化粒子微量,粘土粒子

多量含む鈍い褐色土層である。第 4層 はローム小ブロック微量,炭化物多量含む黒褐色土層である。第 5層 は

ローム小ブロック多量,炭化物微量,粘土微量含む柾暗褐色土層である。第 6層 はローム小ブロック少量,炭

化物多量含む黒褐色土層である。覆土中層から下層にかけて,土師質土器 (皿 )を 中心に多数の遺物が出土 し

図版番号 器 種 計測値(cl l) 器 形 の 指 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 怖 考

第77図

1

皿

土師質土番

A l17
B 2.9

底部から口縁部片。九底。体部,日
縁部はわずかに内彎しながら立ち上

がる。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

橙色,普通

P 13   45%
覆土下層

皿

土師質土器

A l10
B 26

回縁部一部欠損。九底。体部,口縁
部はわずかに内彎しながら立ち上が

る。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

灰白色,普通

P 14   90%
覆土

3

皿

土師質上器

A 7.4
B 2.3

口縁部一部欠損。九底。体部,日縁

部は内彎しながら立ちとがる。

日縁部内 。外面,体都内面,底部内
面ナデ。

長石・雲母

スコリア

灰白色,普通

P 15   85%
日縁部煤付着

覆土

4

内 耳 鋼
土師質土器

A〔 30.8〕

B〔 19,1〕

C17.6

底部から日縁部片。底部は平底。体

部はわずかに内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。日

縁部内面 (耳付け根下端)に段をも
つ。日縁部と体部境外面に指頭圧痕。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・石英

スコリア

黒褐色

普通

P 16   60%
外面全体煤付着

覆土

5

甕

器陶

A〔452〕

B(151)
体部から口縁部片。体部から強く外

反して続く口縁部は,下方に大きく
折り曲げられ,折 り目に上向きに付
けられた隆起帝と相倹って幅広い縁

帯を作る。

口縁部内・外面ナデ。 灰色

(釉 )灰オリーブ色

普通

P 17   10%
常滑産

覆土中層

図版番号 器  種
計  測  値

出土層位
整理

番号
備 考

長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm)

第77図 6 曲げ物底部 (直径 )25,を 覆土中層 W5 側面に釘穴と思われる穿孔痕が 4か所認められる。

7 曲 げ物 蓋 直径 10; 覆土中層 W4 中央部に不整長方形の穿孔が見られる。円周上縁辺部は,蓋 と

して使用しやすいよう削られている。

曲げ物底部 直径)21 0.9 覆土中層 ハヽ′6 側面に釘穴と思われる穿孔痕が 4か所認められる。

9 不明木製品 覆土中層 W7
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ている。ロームブロックの存在から人為堆積と考えられる。

遺物 土師器 (高台付杯 1片 ),上師質土器片 (皿 168片・内耳鍋 2片 ),瀬戸陶器片 (花瓶 2片・盤 1片 )
常滑陶器片 (奏 2片 ),陶器片 (情鉢 1片 )が出上している。皿片はほとんど丸底皿片である。

所見 出土遺物から13～ 14世紀と思われる。
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第78図 第 3号井戸実測 。出土遺物実測図
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第 3号井戸出土遺物観察表
図版 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

図７８

１

第 皿

土師質土器

A ll.0

B 2.7
九底。体部は内彎しながら立ち上が

り,「1縁部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 25   100%
覆土

2

皿

土師質土器

A105
B 26

九底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

「I縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

鈍い橙色,良好

P 26   100%
覆土

3

皿

土師質土器

A110
B 2.9

九底。体部は内彎しながら立ち上が

り,日縁部は直線的に外傾する。

日縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・雲母

スコリア

浅責色,普通

P 27   100%
覆上

4

皿

土師質土器

A l10
B 3.2

九底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。底都外面が凹凸で造り

が雑。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

スコリア

灰褐色,普通

P 28   100%
覆土

5

皿

土師質土器

A ll.1

B 27
口縁部微小欠損。九底。体部,日縁
部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

スコリア

橙色,普通

P 29    99%
覆土

6

皿

土師質土器

A l10
B 36

口縁部一部欠損。丸底。体部,日縁
部は内彎しながら立ち上がる。

日縁部内 。外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・石英

雲母・スコリア

灰褐色,普通

P 30   90%
覆土

7

皿

土師質土器

105

3.0

Ａ

Ｂ

底部外面剖離欠損。九底。体部は内

彎しながら立ち上がり,日縁部は直
線的に外傾する。

日縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・石英

スコリア

灰黄色,普通

P 31   80%
覆土

8

皿

土師質土器

97
2,7

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部はわず
かに外反する。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

スコリア

鈍い責橙色,普通

P 32   90%
覆土

9

皿

土師質土器

A ll.1

B 22
九底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,口縁部は直線的に外傾

する。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・婁母

スコリア

淡橙色,普通

P 33   100%
内面全体厚く褐色

物付着,覆土
皿

土師質土器

10.9

3.1

Ａ

Ｂ

丸底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

日縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒 。雲母

灰黄色

普通

P 34   100%
内外面厚く褐色物

皿

土師質土器

71
2.0

Ａ

一Ｂ

丸底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

鈍い栓色,普通

P 35   100%
覆土

皿

土師質主器

7.4

2.0

Ａ

Ｂ

九底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・石英・雲母

スコリア

浅黄色,普通

P 36   100%
覆土

皿

土師質土器

Ａ
一

Ｂ

7.4

22
丸底。体部,国縁部は内彎しながら
立ち上がる。体部外面部分的に肥厚

している。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒 。長石・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 37   100%
覆土

14

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

75
23
丸底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。体部外面部分的に肥厚

している。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石 。雲母

スコリア

灰褐色,普通

P 38   100%
内外面厚く褐色物

付着,覆土
皿

土師質土器

A 7.5
B 24

九底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。体部外面部分的に肥厚

して瘤状に膨らむ。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・雲母

スコリア

灰白色,普通

P 39   100%
覆土

皿

土師質土器

A 7.7
B 20

丸底。体部,口縁部は内彎しながら
立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒 。石英・雲母

スコリア

浅黄橙色,普通

P 40   100%
覆土

皿

土師質土器

A 79
B 20

丸底。日縁部一部欠損。体部,日縁
部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石 。雲母

スコリア

浅責橙色,普通

P 41   90%
覆土

皿

土師質土器

A 78
B 19

九底。体部,日縁都は内彎しながら
立ち上がる。日縁部の平面形力巧口形

にゆがむ。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒 。長石・石英

雲母・スコリア

淡橙色,普通

100%P  42

覆土

皿

土師質土器

A 98
B 2.8

丸底。体部はわずかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部はナデ調整のた
めに垂直方向に立ち上がる。

口縁部外面,体部内面ナデ。 砂粒・石英 。雲母
スコリア

鈍い黄橙色,普通

P 43   98%
口縁部煤付着

覆土

器

盤

陶

B(6.1)
C〔 182〕

底部から体部片。体部は器肉を薄く

しながら浅い角度で直線的に外傾す

る。底部,体部下位両方に掛かって
獣足が付けられる。

体

底

水挽き成形後底部内面ヘラ削り。

部内外面に灰釉が施されている。

部回転糸切り。

灰白色

(釉 )灰白色

普通

P 44    10%
瀬戸産

覆土

瓶

器

花

陶

A10.9 顕部から口縁部片。顕部は外反しな
がら厚みを増して立ち上がり,日縁
部上端に至って垂直に立ち上がる。

水挽きロクロ成形。日縁部・頸部内

面にロクロロを残す。釉は外面に均

等に施されている。

灰褐色

(釉 )暗オリーブ色

普通

P 45    5%
口縁部に煤付着

瀬戸産,覆土

器陶

甕 B(16.7) 体部片。やや張った肩部からわずか

に内彎しながら下に続いている。

肩部上端に輪積み痕。体部外面はヘ

ラを斜めに用いて調整している。肩

上部に自然釉の灰黄褐色斑が散布。

灰掲色

(釉 )灰黄掲色

普通

P 46    5%
常滑産

覆土
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図版番号 器  種 計測値(cm) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
子

器

瓶

陶

B(90) 体部片。体部はわずかに内彎する。
体部外面に 3本 +α の沈線が巡る。

体部内面は縦方向に雑なヘラナデ。

外i価は釉流れがえられ,部分的に釉
力滋」離。

灰褐色

(釉 )オ リーブ灰色
剖二→誦

P 47    5%
瀬戸産

第 4号井戸 (第 79図 )(旧第24号土坑 )

位置 調査区の北側,B3e2区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.16m,短径0.92mの不整楕円形で,深さは1,10mでぁる。

長径方向 N-13° 一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 粘土層を掘 り抜き礫層まで達する。堆積土層は黒色土で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 11片・内耳鍋 5片 )が出土している。皿H片 は九底皿片。

所見 時期は不明である。

0               2m

く
|キ争2

第79図 第 4号井戸実測・出土遺物実測図

第 4号井戸出土遺物観察表

第 5号井戸 (第 80図 )(旧第29号土坑 )

位置 調査区の北側,B3fl区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.24m,短径1.12mの円形で,深さは1.66mである。

図版番号 器 種 計測値(cm 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎上・色調・焼成 備   考
図７９

１

第 内 耳 鍋
土師質土器

A〔 360〕

B15.2
C〔 180〕

底部から口縁部片。平底。体部はわ

ずかに内督しながら立ち上がり,日
縁部はわずかに外反する。耳が 3つ

付くと思われる。日縁部下位内面

(耳下付け根上端)を段が巡る。

□縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

婁母

鈍い赤褐色

普通

P 53   40%
外面全体煤付着

覆土

2

内 耳 鍋
土師質土器

33.4

15。 2

体部,日縁部片。平底。体部はわず
かに内彎しながら立ち上がり,日縁
部はわずかに外反する。耳が 3つ付

くと思われる。日縁部下位内面 (耳

下付け根上端)を段が巡る。耳の下

付け根外面に指頭圧痕が 8 cmほ どの

間隔で一周する。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・長石・石英

雲母

黒褐色

普通

P 54   20%
外面全体煤付着

覆土
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長径方向 N-11°一E。

壁面 床面からlmほ ど垂直に立ち上がり,それより上はわずかに外傾して立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆土 粘土層を掘り抜き礫層に達する。堆積土層は黒色上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿31片・内耳鍋19片・甕 2片 ),石臼片 (1片 ),椀片 (1片 )が出上してい

る。皿片はほとんど丸底皿片である。

所見 時期は不明である。

口
|

0           10Cm
かaS‐ %

=全
生138m

0               2m

第80図 第 5号井戸実測・出土遺物実測図

第 5号井戸出土遺物観察表

図版香号 器 種 計測値(cl 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図８０

１

第 皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

7.7

2.5

九底。体部,口縁部は緩やかに内彎
しながら立ち上がる。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒 。長石・雲母

橙色

普通

P 56   100%
覆上下層

2

内 耳 郊
土師質土器

A〔 32.0〕

B(12.1)

底部欠損。耳 2つ。体都はわずかに

内彎しながら立ち上がり,日縁部は
わずかに外反する。日縁部内面 (耳

付け根下端)に一周する段をもつ。
耳付け根下端の高さで,外面を指頭
圧痕が一周する。

口縁部内 。外面ナデ。 砂粒 。長石・石英

雲母

鈍い赤褐色

普通

P 57   65%
体部外面煤付着

覆土下層

図版番号 器  種 石  質
計  測  値 理

号

整

香
出土層位 備 考

直径(cm) 高さ(cm)

第80図 3 茶 臼・ 下 臼 砂   岩 Ql 覆土上層 上面に櫛目状の溝。
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第 6号井戸 (第 81図 )(旧第31号土坑 )

位置 調査区の北側,B2do区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.88m,短径1.60mのほぼ円形で,深さは1.78mである。

長径方向 N-8°一W。

壁面 垂直に立ち上がる。   底面 平坦である。

覆土 粘土層を掘‐り抜き礫層に達する。堆積土層は黒褐色上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土下層から土師質土器片 (皿82片 ),常滑陶器片 (甕 1片 ),瀬戸陶器片 (碗 2片 )
皿82片はほとんど丸底皿片である。

所見 出土遺物から13～ 14世紀と考えられる。南西狽1に付随すると思われるピットをもつ。

0               2m

が出土 している。

Ｅ
Ｏ
．∞
耳

副

刊
毛 .。
V

く
くここ〔::::::I::::::'テ

'47   _5
4

〈三正三三三I三二≡7ク 6   
く三とこここと

===多
/4

て〓≡ΞI≡≡ン'8
て:≡≡亜:≡7ア 9

ξ三三こここ::::::::::I:::::::::::':ケ 4:D       ＼`
                             I

反て≡≡亜≡ラ万フ12  qlllll,2nIII昌昌巨量ラン子
第31図 第 6号井戸実測・出土遺物実測図

第 6号井戸出土遺物観察表

0           1ocm

図版番号 器 種 計測値(伽 | 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
第81図

1

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

12 0

3.5

九底。体部は緩やかに内彎しながら

立ち上がり,日縁部は直線的に外傾
する。

口縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

スコリア

橙色,良好

P 58   100%
床面

2

皿

土師質土器

Ａ

一Ｂ

125
42
九底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

日縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

橙色,良好

P 59   100%
床面

3

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

丸底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。

日縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

橙色,普通
P 60   100%
床面

4

皿

土師質土器

A13.1
B 3.7

口縁部一部欠損。体部は緩やかに内

彎しながら立ち上がり,日縁部は直
線的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 石 英雲母

ス コ リア

捨魯  普桶

P 61   95%
覆土
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図版番号 器 種 計測値(cn 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

5

皿

土師質土器

85
2.2

Ａ
　
一Ｂ

丸底。体部,日縁部は内彎しながら
立ち上がる。日縁部の一部がわずか

に片口状になる。

内面全体,日縁部外面ナデ。底部外
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

橙色
普→涌

P 62   100%
床面

6

皿

土師質土器

A 7.5
B 2.0

九底。体部,日縁部は内彎しながら

立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒・長石・雲母
橙色,普通

P 63   100%
覆土

7

皿

土師質土器

A 8.4
B 2.3

丸底。体部,日縁部は内彎しながら

立ち上がる。

日縁部内・外面,体部内面,底部内
面ナデ。

砂粒・長石・雲母

鈍い橙色,普通
P 64   100%
覆土

8

皿

土師質土器

78
20

Ａ

一Ｂ

九底。体部,口縁部は内彎しながら

立ち上がる。底部内面はわずかに膨

らむ。

口縁部,体部内・外面ナデ。 長石・雲母

スコリア

明赤褐色.普通

P 65   100%
覆土

9

皿

土師質土器

8.0

2.2

Ａ

Ｂ

九底。体部,日縁部は内彎しながら

立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒・長石・石英
雲母

鈍い橙色,普通

P 66   100%
覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

丸底。口縁部平面形は卵形。体部,

日縁部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。底
部内面ヘラナデ。

石英・スコリア

パミス

袴色.普通

P 67   99%
覆土

11

皿

土師質土務

7.8

21

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。九底。体部,日縁
部は内彎しながら立ち上がる。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒・長石・石英
雲母

明褐色,普通

P 68   95%
覆土

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

口縁部一部欠損。九底。体部は緩や

かに内彎しながら立ち上がり,国縁

部は直線的に外傾する。

口縁部内 ,外面,体部内面ナデ。 砂粒 。長石・石英
雲母

橙色,普通

P 69   95%
覆土

皿

土師質土器

A123
B 38

九底。体部は内彎しながら立ち上が

り,口縁部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒 。長石・石英
雲母

掩色 普通

P 70   100%
体部,日縁部煤付
着.覆土

第 7号井戸 (第 82図 )(旧第32号土坑 )

位置 調査区の北側, B2f9区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.65m,短径1.10mの不定形で,深さは1.35mである。

長径方向 N-17° 一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 ほぼ平坦である。

覆土 礫層まで掘り込まれていて, 4層 から成る。第 1層 はローム粒子少量, ローム小ブロック少量,炭化粒

子含む黒褐色土層である。第 2層 はローム粒子中量,ロ ーム小・大ブロック中量,炭化粒子微量含む暗褐色土

層である。第 3層 はローム粒子少量,ロ ーム中ブロック少量,ロ ーム大ブロック微量,炭化物微量含む黒褐色

土層である。第 4層 はローム小・大ブロック中量,炭化物微量含む暗褐色土層である。人為堆積と考えられる。

遺物 覆土中層から土師質土器片 (皿 17片・内耳鍋23片 。悟鉢 1片 )が出土している。丸底・平底皿片混入。

所見 時期は不明である。南西側に付随のものと思われるピットをもつ。第 6号井戸とよく似た形状をもつ。

第 7号井戸出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cn) 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備 考

1

皿

土師質土器

A10.5
B 31

口縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上が り,国縁部は直線
的に外傾する。

口縁部内・外面ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 71   97%
覆土

2

皿

土師質土器

A 83
B 25
C 43

底部から口縁部片。底部は平底でや

や突出する。体部は内彎しながら立

ち上がり,口縁部は直線的に外傾す
る。

水挽き成形。底部回転糸切り後ナデ。 砂粒・長石・雲母

灰黄褐色

普通

P 72   60%
覆土上層

3

皿

土師質土器

A 79
B 2.1
C 31

底部から口縁部片。平底。体部,日
縁部は内彎しながら立ち上がる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂粒・長石

スコリア

鈍い橙色 ,

雲母

普通

P 73   60%
覆土上層

臆   鉢
土師質土器

B(2.9)
C〔 140〕

底部から体部片。平底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がる。

体部内面には 1本単位の櫛目が施さ

れている。

砂粒・長石・雲母

鈍い橙色,普通
P 74    5%
覆上上層
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A
―――-13.6m

0               2m

第82図 第 7号井戸実測・出土遺物実測図

第 8号井戸 (第 83図 )(旧第33号土坑 )

位置 調査区の北側, B2eo区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.44m,短径0.90mの不定形で,深さは1.68mである。
長径方向 N-14° 一W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 粘土層を掘り抜き礫層まで達している。黒掲色上の堆積土で自然堆積と考えられる。
遺物 覆土から土師質土器片 (皿 6片 )が出上している。皿 6片は九底皿片。
所見 出土遺物から13～ 14世紀と考えられる。

I

0           1ocm

0               2m

第33図 第 8号井戸実測図

第 9号井戸 (第 84図 )(旧第62号土坑 )

位置 調査区の中央部, C2b8区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.96m,短径1.60mの不定形で,深さは1.50mである。

長径方向 N-67°一E。

Ｅ
卜
．０
▼
Ｊ
判
ｔ

北空的
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壁面 床面から内彎してフラスコ状に立ち上がり,70cmほ どの所から外傾する。   底面

覆土 粘土層を掘り抜いて礫層まで達している。黒色上の堆積上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 7片 ,内耳鍋10片 ),古銭片 (判読不能)が出土している。

片。

所見 時期は不明である。

凹状である。
｀

皿 7片 は九底皿

0               2m

⑭ l

B

Ｅ

∞
．０
イ
Ｊ

刊

‐
く

|

第84図 第 9号井戸実測図

第10号井戸 (第 85図 )(旧第65号土坑 )

位置 調査区の中央部, C2b6区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1,70m,短径1.30mの楕円形で,深さは1,15mである。

長径方向 N-90°一E。

壁面 床面から内傾して立ち上がり,50cmほ どの所から直線的に外傾する。

底面 平坦である。

覆土 覆土中層から9個の石が集中して出上している。ロームブロックの混入の状況から,下層は自然堆積で

上層は人為堆積と考えられる。

遺物 土師器片 (高台付杯 1片 ),上師質土器片 (皿 2片 。内耳鍋 9片 。橋鉢 4片 )が出土している。上層か

ら20cm大 の礫が集合して出土している。

所見 出土遺物から15世紀と思われる。

B

0            2m

く
|

。
，

く
‐

第85図 第10号井戸実測図
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第11号井戸 (第 86図 )(旧第101号土坑 )

位置 調査区の南側,B3fi区を中心に確認。

規模と平面形 長径1.18m,短径1.00mのほぼ円形で,深さは1.66mで ある。

長径方向 N-83°一E。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 粘土層を掘り抜き礫層まで達している。堆積土は黒褐色上で自然堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (内耳鍋 1片 ,甕 2片 )が出土している。

所見 遺物から15世紀と思われる。

毛,① _塑上lasm

口
|

第86図 第11号井戸実測図

第12号井戸 (第 87図 )(旧第102号土坑 )

位置 調査区の南側,D2d3区を中心に確認。

規模と平面形 長径2.00m,短径1.60mの楕円形で,深さは1.45mである。

長径方向 N-32° ―W。

壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 粘土層を掘り抜いて礫層まで達している。堆積土は黒褐色土で自然堆積と考えられる。

遺物 土師質土器片 (皿 10片 ),常滑陶器片 (甕底部片 1片 )が出上している。皿10片 は九底皿片。

所見 出土遺物から13～ 14世紀と思われる。

Q ―全二13.6m

口
|   

口
|

0               2m

0               2m

第87図 第12号井戸実測・出土遺物実測図
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第12号井戸出土遺物観察表

図版番号 器 種 計測値(cH 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図８７

１

第 皿

土師質土器

Ａ

一Ｂ

7.2

20
口縁部一部欠損。九底。体部,「ヨ縁

部は内彎しながら立ち上がる。

底部内面,体部内面,I刊縁部内・外
面ナデ。

砂粒 。長石・雲母

スコリア

鈍い橙色,普通

P 102    98%
田縁部煤付着

覆土上層

第13号井戸 (第 88図 )(旧第106号土坑 )

位置 調査区の南側,D2el区 を中心に確認。

規模と平面形 長径1.70m,短径1.00mの不整楕円形で,深さは1.30mである。

長径方向 N-38° 一W。

壁面 垂直に立ち上がる。   底面 平坦である。

覆土 礫層まで掘り込まれていて 8層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,ロ ーム中 。大ブロック中量,炭化

粒子微量含む暗褐色土層である。第 2層 はローム大ブロック中量,粘土大ブロック少量含む灰褐色土層である。

第 3層 はローム粒子微量,ロ ーム大ブロック微量,炭化粒子微量含む黒色土層である。第 4層 はローム小ブロッ

ク微量,炭化物中量含む黒褐色土層である。第 5層 はローム大ブロック中量,炭化物少量,粘土大ブロック少

量含む灰褐色土層である。第 6層 はローム粒子微量,ロ ーム大ブロック微量,炭化物中量含む黒褐色土層であ

る。第 7層 はローム小ブロック微量,炭化物少量含む黒色土層である。第 8層 はローム粒子少量,炭化物少量

含む黒色土層である。ロームブロックの存在から人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 4片 )が出土している。中層から40cm大 の石が 1つ 出土している。皿 4片は

平底皿片。

所見 時期は不明である。

A
0           1ocm

0               2m

第88図 第13号井戸実測・出土遺物実測図

第13号井戸出土遭物観察表

第14号井戸 (第 89図 )(旧第125号土坑 )

位置 調査区の南側,D2g2区 を中心に確認。遺構東側が調査区境界線にかかる。

規模と平面形 長径1.86m,短径1.06mの半円形 (確認状況)で,深 さは1.80mである。

長径方向 N-6°一E。

で

Ｅ
Ｏ．∞〒―嗣判

図版番号 器 種 キ,酬結r 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備    考
図８８

１

第 皿

土師質土器

A 7.7
B 23
C 5,0

底部から口縁部片。平底。体部は内

彎しながら立ち上がり,日縁部は直
線的に外傾する。底部は突出気味。

器高が部分により異なる。

水挽き成形。底部回転糸切り。 砂 粒 '雲母

スコリア

橙色

普通

P 104    70%

覆土
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壁面 垂直に立ち上がる。

底面 平坦である。

覆土 礫層まで掘り込まれていて 4層 から成る。第 1層 はローム粒子少量,ロ ーム小ブロック微量,炭化物微

量含む褐灰色土層である。第 2層 はローム小・中プロック少量,ロ ーム大ブロック微量,炭化物微量,粘土粒

子少量含む暗掲色土層である。第 3層 はローム粒子微量,ロ ーム小 。中ブロック微量,炭化物微量含む黒色土

層である。第 4層 はローム中ブロック少量,灰色の粘土を多量に含む黒褐色土層である。ロームプロックの存

在から人為堆積と考えられる。

遺物 覆土から土師質土器片 (皿 7片 。内耳鍋 1片 。不明 1片 ),木片 (3片 )が出土している。

所見 時期は不明である。

0               2m 0           10cm

第89図 第14号井戸実測 。出土遺物実測図

第14号井戸出土遣物観察表

図版番号 器 種 It測値(cll 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備   考
図８９

１

第 皿

土師質土器

A ll.3

B 35
口縁部一部欠損。丸底。体部は関脅

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。日縁部平面形卵形。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒・雲母

スコリア

沐 括 れ  普 桶

P 109   95%
覆土中層

2

皿

土師質土器

7.9

2.3

日縁部一部欠損。九底。体部は内彎

しながら立ち上がり,日縁部は直線
的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂粒・石英 。雲母
スコリア

鈍い橙色,普通

P l10   99%
覆土

3

皿

土師質土器

Ａ

Ｂ

7.2

3.5

口縁部一部欠損。九底。体部はわず

かに内彎しながら立ち上がり,口縁

部は直線的に外傾する。

口縁部内・外面,体部内面ナデ。 砂泣・雲母
スコリア

橙色,普通

P109   95%
覆土中層

8拓 影 図

以下に拓本資料を掲載する。第90。

は土師質土器の高台付郭,16は火鉢,

阻である。

91図図版番号 1～ 18は 第 1号溝出上で, 1～ 11・ 13～ 15。 17は情鉢,12

18は瀬戸産の折縁深皿,19～ 29は第 2号溝出土で19～ 28は橋鉢,29は卸
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第90図 その他の出土追物拓影図(1)
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第91図 その他の出土遺物拓影図(1)

9 遺構外遺物
以下に表採資料を掲載する。第92図図版番号 1～ 4・ 6～ 17は土師質土器の九底皿, 5。 18～ 20は平底皿,

21は唐津産九碗,22・ 23は瀬戸産の小壺,24は壺,25は土師質土器の内耳鍋,26は瀬戸産の折縁深皿,27は肥

前産の碗,28は中国明代の白磁の鉢,29は 白磁の皿である。
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第92図 遺構外出土遺物実測図
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第 4節 ま と め

小泉館跡の今回の調査で,遺構と遺物及び時期について明らかになったことをまとめてみたい。

小泉館跡の今回の調査では堀 3条 ,溝 3条 ,掘立柱建物跡 4棟,Ill列 2列 ,土坑111基 ,井戸14基,地下式

墳 2基が確認されている。遺物は,土師質土器 (皿・橋鉢・内耳鍋・火鉢・香炉),陶磁器 (灰釉 。青磁・白

磁・天目・染付),木器,石製品 (石臼・硯 ),古銭等が出土している。遺物の大半は土師質土器の皿と内耳

鍋である。その内,土師質土器の皿は土坑と堀から多量に出土 しているが,そ の皿の形は違った様相を見せて

いる。土坑から出土する皿は,非ロクロ成形の九底タイプが主体で,堀から出土するのは底部に回転糸切 り痕

がある平底のものが大部分であるという点である。さらに,多量に出土した内耳鍋片は,その大部分が堀から

のものである。国立歴史民族博物館の浅野晴樹氏の編年によると,非 ロクロ成形の土師質皿の終末が,一般的

には13世紀末までだが,「 (常陸においては)14世紀段階まで継続する可能性があるように思われる」とされ ,

内耳鍋については,屋代 B遺跡出土の内耳鍋をひいて常陸型とし,「この鍋も15世紀中頃を主体とするものと

推測される」としている。ここで示された常陸型の内耳鍋の器の特徴は,「雲母混じりの胎上で,われ日は赤

褐色の土師質のもの」としており,小泉館跡出上の内耳鍋とも一致する。この非ロクロ成形土師質皿と内耳鍋

に関する浅野氏の編年をよりどころに,小泉館跡遺跡の時期区分を次のようにとらえた。

遺構の時期については,出土遺物から次のⅣ期に分けることができる。

I期 平安時代

小泉館の発掘調査で,第36号土坑下層から,内面が黒色処理され底部から体部内面にかけて縦位のヘラ

磨き調整が加えられた高台付郭が出上 し,第 76号土坑の床面からは,内面黒色処理された土師器の高台付

杯底部片と小型壼が出土 している。これらは, ともに平安時代の遺物と考えられる。つ くば市による調査

でも,館の中心と予想された地区 (I曲輪 )について,「土師器,須恵器などの出土も見られた。」とあ

ることから,平安時代から,規模は不明としても,こ の周辺が生活の場として利用されていたことが窺え

る。

Ⅱ期 13世紀～14世紀―土坑群が形成された時期―

今回の調査では,土坑については111基 を調査 した。この内,遺物が伴ったのは48基である。また,井

戸についても14基 を調査 して,全部から遺物が出土 している。これらの土坑と井戸の中で,九底の皿のみ

が出土している土坑・井戸が39基ある。覆土上層に内耳鍋片などが流れ込んでおり,時期をはっきり特定

することは困難であるが,土師質の九底皿が使用されていた時期と考えられる。

Ⅲ期 14世紀―丸底と平底の土師質土器の皿が併用された時期―

調査された土坑 8基 ,井戸 1基からは九底の非ロクロ土師質皿と底部に回転糸切 り痕を残す平底の土師

質皿とが出上 している。量的にはどちらかに偏っている場合が多い。

Ⅳ期 15世紀―第 1号堀が完成 し,館が廃絶されるまで一

第 1号堀からは多 くの遺物が出上 している。特に多いのは底部に回転糸切 り痕を残す土師質皿と内耳鍋

である。内耳鍋は,平底で体部はわずかに内彎 しながら立ち上がり,日縁部は耳の取 り付けか所がバルブ

状に膨らみ, 3耳が普通で,耳の下の付け根には指で強 く押さえた圧痕が残っている。常陸型のスタイル

で,こ れが多量に出土することから15世紀と考えられる。非ロクロ成形の九底土師質皿に比べ,底部に回

転糸切 り痕のついた土師質皿が圧倒的に増えることを考えてもⅢ期に続 く時期と考えられる。
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さらに,堀からは15世紀に比定される,瀬戸産を中心とする陶器片も出土している。瀬戸灰釉の縁釉小

皿,盤,折縁深皿,小壷,茶入小壺,平碗,水注,華瓶,卸皿など,いずれも古瀬戸後期15世紀のもので

ある。

小泉館跡は,伝承により15世紀末をもってその館が廃絶されたことが知られている。遺跡周辺は平安時

代から人が生活し,13世紀から14世紀にかけて中堀の内側に当たるか所に土坑群が形成され,15世紀になっ

て上坑群の一部をこわしながら内堀の外側に新たに中堀が掘られたものと考えられる。中堀には館の廃絶

に際して,沢山の物が投棄された様子が窺える。
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